
各支店の地図をホームページでご覧いただけます。 http://www.tohobank.co.jp/

■店舗ネットワークのご案内

●相馬支店●梁川支店

●喜多方支店

高田支店●

●山口支店

●田島支店
●石川支店

矢吹支店●

●浅川支店

●棚倉支店

●塙支店

●会津下郷支店

●
猪苗代
支店

●保原支店

●川俣支店●二本松　支店
●本宮支店

●三春支店

●船引支店

●小野支店

●原町支店

●小高支店

桑折支店●

塩川支店●
坂下支店●

●川口支店

只見支店●

新白河支店●

鏡石支店●

●浪江支店
●双葉支店

●大熊支店
●富岡支店

●楢葉支店

●東京都

●仙台市

●日立市

●宇都宮市

●水戸市

●新潟市

東京支店　
新宿支店

仙台支店　
仙台卸町支店

日立支店

宇都宮支店

水戸支店

新潟支店

県外支店（8ヵ店）

●インターネット支店

インターネット

ローンセンター

●郡山ローンセンター 
　（新さくら通り支店内）

資産運用相談店舗
●お金運用プラザ 
　（本店営業部内）

会津
若松市

郡山市

福島市

大森支店
県庁支店
笹谷支店
瀬上支店
中町支店
西福島支店

本店
福島市役所支店
福島医大病院支店
飯坂支店
飯野支店
泉支店

東福島支店
平野支店
福島駅前支店
福島卸町支店
福島中央市場支店
福島西中央支店

方木田支店
蓬莱支店
松山支店
南福島支店
渡利支店
ローンプラザ福島支店

須賀川市

いわき市白河市

会津支店
会津アピオ支店
会津若松市役所支店
会津一之町支店
竹田綜合病院支店
会津本町支店
滝沢支店
門田支店
ローンプラザ会津支店

郡山荒井支店
郡山駅前支店
郡山大町支店
郡山卸町支店
郡山北支店
郡山中町支店
郡山東支店

郡山支店
郡山市役所支店
郡山総合卸市場支店
安積支店
大槻支店
希望ケ丘支店
桑野支店

郡山南支店
菜根支店
新さくら通り支店
富田支店
西ノ内支店

（平成22年9月現在）

内郷支店
小名浜支店
神谷支店
平西支店
勿来支店

平支店
いわき市役所支店
いわき泉支店
いわき鹿島支店
植田支店

谷川瀬支店
湯本支店
四倉支店

須賀川支店
須賀川東支店
ローンプラザ須賀川支店

●白河ローンセンター　
　（新白河支店内）

●いわきローンセンター 
　（いわき鹿島支店内）

白河支店
白河市役所支店
白河西支店

福島市内（24ヵ店）郡山市内（19ヵ店）

会津若松市内（9ヵ店）

白河市内（3ヵ店） 須賀川市内（3ヵ店）
いわき市内（13ヵ店）

東邦銀行ホームページ

東邦銀行　2011 年カレンダー

平成22年
中間期（9月）

108期 
事業の中間ご報告

ミニディスクロージャー誌

からのお知らせからのお知らせ
T O H O  M I N I  R E P O R T  2 0 1 0

TOHOギャラリーで紹介しております齋 正機 氏（福島市出身）
の作品を採用しております。

■お問い合わせ先

ご照会内容

資料の請求、商品・サービスの
ご照会

投資信託・金融商品仲介業の
ご照会

年金保険等生命保険のご照会

クイックカードローン
「TOHOモビット」のご照会

ダイレクトバンキングのサービス内容
テレフォンバンキングの操作方法等

インターネットバンキング操作

[ハローサービスセンター] 0120-14-8656　
ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

[投信・金融商品仲介フリーダイヤル] 0120-104-150　
ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

[保険フリーダイヤル] 0120-104-906　
ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

[TOHOモビット専用フリーダイヤル] 0120-24-919-6　
ご利用時間 24時間 （365日受付）

[ハローサービスセンター] 0120-14-8656　
ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

[ヘルプデスク]【個人のご契約者専用】 0120-104-123　
 ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

【法人のご契約者専用】 0120-104-110　
 ご利用時間 9:00～18:00 （銀行休業日を除く）

お問い合わせ先

本誌にはFSC認証用紙を使用し、
植物油インキで印刷しています。

平成22年12月発行 東邦銀行総合企画部 広報・社会貢献室
〒960-8633 福島市大町3番25号　　電話（024）523-3131

FSCマーク ベジタブルインキマーク



経営計画体系図
長期目標中期経営計画 ～創立75周年に向けて～（平成28年度）

（商標登録 第5238791号）●総預金（ピーク時残高）……3兆3,000億円
●総預かり資産（平均残高）3兆6,000億円
●貸出金（平均残高）…………2兆1,000億円

主要勘定目標（最終年度） 経営指標目標（最終年度）
●コア業務純益………………………150億円
●当期純利益……………………………75億円
●自己資本比率 ……………………11％以上 大きく

盤石な企業規模と
営業基盤

総預金4兆円

強 く

高い収益力

当期純利益
100億円

たくましく

健全な経営体質

自己資本比率
11%以上

大きく・強く・たくましく
〈目指す銀行像〉

～地域に熱く・お客さまに誠実に・人を大事に～

全員参加型の
企業風土の
確立

重点課題
Ⅲ

経営の効率化と
企業体力の
強化

Ⅳ

経営管理
態勢の強化

Ⅴ
福島県を
核とした地域
への貢献

Ⅱ
お客さまの視点
に立った商品・
サービスの提供

Ⅰ

地域いちばん銀行計画2009
（計画期間：2009年4月1日～2012年3月31日）

業務純益・コア業務純益

●コア業務純益 ●経常利益 ●中間純利益●業務純益
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3332

ごあいさつ

取
締
役
頭
取

●自己資本比率（単体）の推移

当行の格付け
（平成22年10月末現在）AAA、AA

BBB
投資適格・安全

A

BB、B、CCC、CC、C
投機的・不安定

D
債務不履行

10

5

Tier1比率

0
（％） 平成20年

9月末
平成21年
9月末

平成22年
9月末

（単位：％）

国内基準
4％

11.01

9.52

10.23
11.00

8.42 8.43

自己資本比率における自己資本は、資
本金、資本剰余金、利益剰余金の基本
的項目（Tier1）と、一般貸倒引当金等
の補完的項目（Tier2）とに区分されま
す。T i e r 1 比率は、補完的項目
（Tier2）を除く中核的な自己資本比率
と言えます。

Tier1比率

自己資本比率は銀行の信用度、健全
性を示す重要な指標です。海外で業
務を営む銀行は8％以上（国際統一基
準）、当行のように国内のみで業務を
営む銀行は4％以上（国内基準）を維
持することが義務づけられています。

自己資本比率
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皆
さ
ま
に
は
、日
頃
よ
り
東
邦
銀
行
グ
ル
ー
プ
を
ご
利
用
、

お
引
き
立
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
本
年
も
ミ
ニ
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌「
T
O
H
O
か
ら
の

お
知
ら
せ
」を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。今
回
、ペ
ー
ジ
数
を

増
や
し
内
容
を
一
層
充
実
さ
せ
ま
し
た
の
で
、ご
高
覧
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、東
邦
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
主
た
る
営
業
基
盤
で
あ
る

福
島
県
内
の
経
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、雇
用
環
境
は
厳
し

い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、個
人
消
費
に
一
部
な
が
ら

明
る
い
動
き
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、企
業
の
生
産
活
動
も

回
復
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。と
り
わ
け
、福
島
県
は
産
業

の
裾
野
の
広
が
り
と
い
う
面
に
お
い
て
大
き
な
強
み
が
あ
る

こ
と
か
ら
、今
後
の
景
気
の
復
調
に
あ
わ
せ
て
さ
ら
な
る
発

展
が
見
込
ま
れ
る
地
域
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
福
島
県
を
地
盤
と
し
て
い
る
東
邦
銀
行
グ

ル
ー
プ
で
は
、創
立
７５
周
年
で
あ
る
平
成
２８
年
度
に
向
け
、

目
指
す
銀
行
像
と
し
て「
大
き
く・強
く・た
く
ま
し
く
」を

長
期
目
標
に
掲
げ
、そ
の
実
現
に
向
け
た
３
ヵ
年
の
中
期

経
営
計
画「
地
域
い
ち
ば
ん
銀
行
計
画
２
０
０
９
」を
平
成

２１
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

　
２
年
目
で
あ
る
平
成
２２
年
度
に
お
い
て
は
、Ｍ
＆
Ａ
、事
業

承
継
対
策
な
ど
、企
業
の
多
様
な
資
金
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
、経
営
課
題
提
案
型
営
業
を
積
極
的
に
展
開
し
た

ほ
か
、円
高
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
の
方
向
け

に
円
高
対
策
資
金
や
日
本
銀
行
の「
成
長
基
盤
強
化
を

支
援
す
る
た
め
の
資
金
供
給
制
度
」を
活
用
し
た「
成
長

基
盤
支
援
フ
ァ
ン
ド
」の
創
設
な
ど
地
域
金
融
の
さ
ら
な
る

円
滑
化
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、個
人
の
お
客
さ
ま
へ
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
に

向
け「
新
統
合
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」を
稼
動
さ
せ
、

「
投
資
信
託
」の
お
取
引
や「
住
宅
ロ
ー
ン
事
前
審
査
」の

お
申
込
み
受
付
な
ど
新
た
な
機
能
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。ま
た
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
向
け
、植
林
活
動
や

金
融
商
品
を
通
じ
た
環
境
問
題
へ
の
取
組
み
、金
融
経
済

教
育
や
文
化・ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
助
成
な
ど
の
地
域
貢
献

活
動
への
取
組
み
を
積
極
的
に
行
って
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
東
邦
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
、ふ
る
さ
と〝
ふ
く
し
ま
〞

の
発
展
の
た
め
、地
域
社
会
や
お
客
さ
ま
、株
主
の
皆
さ
ま

に
対
し
て
、〝
熱
い
こ
こ
ろ
〞を
も
っ
て
行
動
し
、常
に
お
客

さ
ま
の
視
点
に
立
っ
て〝
誠
実
に
〞こ
こ
ろ
を
こ
め
て
接
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　「
地
域
を
見
つ
め
、地
域
と
と
も
に
歩
む
」金
融
機
関
と

し
て
、こ
れ
か
ら
も
地
域
金
融
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
果
た
す
と
と
も
に
、あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て

お
客
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
続
け
る「
地
域
い
ち
ば
ん
銀
行
」を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
り一層
の
ご
支
援
、ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
22
年
12
月

お
客
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
続
け
る

「
地
域
い
ち
ば
ん
銀
行
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

22
年
9
月
期
、当
行
は
安
定
的
な
収

益
お
よ
び
十
分
な
健
全
性
を
確
保

し
、皆
さ
ま
か
ら
高
い
信
頼
を
得
て

い
ま
す
。　

自
己
資
本
比
率（
単
体
）

銀
行
の
健
全
性
を
あ
ら
わ
す

自
己
資
本
比
率
は
11.

0
1
％
と
な
り
、

国
内
基
準
の
4
％
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
銀
行
経
営
の
健
全
性
を
測
る
上
で

重
要
な
指
標
と
な
っ
て
い
る
自
己
資
本

比
率（
単
体
）は
11.

0
1
％
と
な
り
、

国
内
基
準
の
4
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、T
i
e
r
1
比
率

（
中
核
的
自
己
資
本
比
率
）
は

9.

5
2
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
行
の
格
付
け

投
資
適
格
水
準
と
の
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　
経
営
の
健
全
性
と
安
定
性
に
関
し

て
は
客
観
的
な
評
価
が
大
切
で
す
。

「
格
付
け
」は
、利
害
関
係
の
な
い
第
三

者
で
あ
る
格
付
機
関
が
企
業
の
信
用

度
や
債
務
履
行
能
力
等
を
簡
潔
な
記

号
で
表
し
た
も
の
で
す
。最
近
で
は
、

企
業
の
安
全
性
を
客
観
的
に
評
価
し

た
指
標
と
し
て
、広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
行
は
、日
本
格
付
研
究
所
か
ら

「
A
」の
長
期
優
先
債
務
格
付
け
を
、

ま
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
＆
プ
ア
ー
ズ
社
よ

り「
A－
」の
長
期
発
行
体
格
付
け
を

取
得
し
て
お
り
、い
ず
れ
も
投
資
適
格

水
準
と
な
る
評
価
を
得
て
お
り
ま

す
。　

決
算
ハ
イ
ラ
イ
ト

役
務
取
引
等
収
益
の
増
加
、有
価
証
券
関
係
損
益
の
改

善
な
ど
に
よ
り
、経
常
利
益
・
中
間
純
利
益
と
も
に
増
益

と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
経
済
の
悪
化
等
を
背
景
に
不
良
債
権
処
理
額
が
増

加
し
ま
し
た
が
、預
か
り
資
産
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
関
連
業
務

の
手
数
料
増
加
や
有
価
証
券
関
係
損
益
の
改
善
な
ど
に
よ

り
、経
常
利
益・中
間
純
利
益
と
も
に
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

損
益
の
状
況

業務純益は、銀行本来の業務（資金の運用・調達、サービスの提供等）でどれだけ利益を
あげたかを表す銀行固有の指標で一般企業の営業利益に相当します。コア業務純益は、
業務純益から一般貸倒引当金繰入額と債券関係損益の影響額を除いた利益です。

日本格付
研究所
A

スタンダード
＆プアーズ社
   A－

38

88

63

目次
C O N T E N T S

1
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3

4

7
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13

ごあいさつ

決算ハイライト／損益の状況

TOHO トピックス ❶

特集　ふくしまフードフェア2010

ズームアップ企業人

CSR（企業の社会的責任）への取組み

ドライブ途中に立ち寄れる 日帰り温泉に行こう！

15

16

17

19

20

21

22

先人の知恵を知る ふくしまの「技」探訪

TOHO トピックス ❷

TOHO インフォメーション

総預金と貸出金の状況／不良債権の状況

22年度中間決算のご報告・グループの22年度中間決算のご報告

株式についてのご案内･役員

TOHO ギャラリー

33億円

 ［ 21年9月期比 ］

 1億円
増加

11.01%

  ［ 21年9月末比 ］

 0.01ポイント
上昇

3兆3,878億円

   ［ 21年9月末比 ］

 1,610億円
増加

総預かり資産残高
（総預金+預かり資産）中間純利益 自己資本比率



経営計画体系図
長期目標中期経営計画 ～創立75周年に向けて～（平成28年度）

（商標登録 第5238791号）●総預金（ピーク時残高）……3兆3,000億円
●総預かり資産（平均残高）3兆6,000億円
●貸出金（平均残高）…………2兆1,000億円

主要勘定目標（最終年度） 経営指標目標（最終年度）
●コア業務純益………………………150億円
●当期純利益……………………………75億円
●自己資本比率 ……………………11％以上 大きく

盤石な企業規模と
営業基盤

総預金4兆円

強 く

高い収益力

当期純利益
100億円

たくましく

健全な経営体質

自己資本比率
11%以上

大きく・強く・たくましく
〈目指す銀行像〉

～地域に熱く・お客さまに誠実に・人を大事に～

全員参加型の
企業風土の
確立

重点課題
Ⅲ

経営の効率化と
企業体力の
強化

Ⅳ

経営管理
態勢の強化

Ⅴ
福島県を
核とした地域
への貢献

Ⅱ
お客さまの視点
に立った商品・
サービスの提供

Ⅰ

地域いちばん銀行計画2009
（計画期間：2009年4月1日～2012年3月31日）

業務純益・コア業務純益

●コア業務純益 ●経常利益 ●中間純利益●業務純益

0
（億円）
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平成20年
9月期

平成22年
9月期

平成21年
9月期
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40
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5454

（億円）平成20年
9月期

平成22年
9月期

平成21年
9月期

56
58

0
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40
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△2△2

（△は経常損失）

4747

（億円）平成20年
9月期

平成22年
9月期

平成21年
9月期

57 40

30

0

10

20

平成22年
9月期

（△は中間純損失）

△10△10
（億円） 平成20年

9月期
平成21年
9月期

3332

平成22年平成21年

ごあいさつ

取
締
役
頭
取

●自己資本比率（単体）の推移

当行の格付け
（平成22年10月末現在）AAA、AA

BBB
投資適格・安全

A

BB、B、CCC、CC、C
投機的・不安定

D
債務不履行

10

5

Tier1比率

0
（％） 平成20年

9月末
平成21年
9月末

平成22年
9月末

（単位：％）

国内基準
4％

11.01

9.52

10.23
11.00

8.42 8.43

自己資本比率における自己資本は、資
本金、資本剰余金、利益剰余金の基本
的項目（Tier1）と、一般貸倒引当金等
の補完的項目（Tier2）とに区分されま
す。T i e r 1 比率は、補完的項目
（Tier2）を除く中核的な自己資本比率
と言えます。

Tier1比率

自己資本比率は銀行の信用度、健全
性を示す重要な指標です。海外で業
務を営む銀行は8％以上（国際統一基
準）、当行のように国内のみで業務を
営む銀行は4％以上（国内基準）を維
持することが義務づけられています。

自己資本比率
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皆
さ
ま
に
は
、日
頃
よ
り
東
邦
銀
行
グ
ル
ー
プ
を
ご
利
用
、

お
引
き
立
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
本
年
も
ミ
ニ
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌「
T
O
H
O
か
ら
の

お
知
ら
せ
」を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。今
回
、ペ
ー
ジ
数
を

増
や
し
内
容
を
一
層
充
実
さ
せ
ま
し
た
の
で
、ご
高
覧
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、東
邦
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
主
た
る
営
業
基
盤
で
あ
る

福
島
県
内
の
経
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、雇
用
環
境
は
厳
し

い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、個
人
消
費
に
一
部
な
が
ら

明
る
い
動
き
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、企
業
の
生
産
活
動
も

回
復
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。と
り
わ
け
、福
島
県
は
産
業

の
裾
野
の
広
が
り
と
い
う
面
に
お
い
て
大
き
な
強
み
が
あ
る

こ
と
か
ら
、今
後
の
景
気
の
復
調
に
あ
わ
せ
て
さ
ら
な
る
発

展
が
見
込
ま
れ
る
地
域
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
福
島
県
を
地
盤
と
し
て
い
る
東
邦
銀
行
グ

ル
ー
プ
で
は
、創
立
７５
周
年
で
あ
る
平
成
２８
年
度
に
向
け
、

目
指
す
銀
行
像
と
し
て「
大
き
く・強
く・た
く
ま
し
く
」を

長
期
目
標
に
掲
げ
、そ
の
実
現
に
向
け
た
３
ヵ
年
の
中
期

経
営
計
画「
地
域
い
ち
ば
ん
銀
行
計
画
２
０
０
９
」を
平
成

２１
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

　
２
年
目
で
あ
る
平
成
２２
年
度
に
お
い
て
は
、Ｍ
＆
Ａ
、事
業

承
継
対
策
な
ど
、企
業
の
多
様
な
資
金
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
、経
営
課
題
提
案
型
営
業
を
積
極
的
に
展
開
し
た

ほ
か
、円
高
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
の
方
向
け

に
円
高
対
策
資
金
や
日
本
銀
行
の「
成
長
基
盤
強
化
を

支
援
す
る
た
め
の
資
金
供
給
制
度
」を
活
用
し
た「
成
長

基
盤
支
援
フ
ァ
ン
ド
」の
創
設
な
ど
地
域
金
融
の
さ
ら
な
る

円
滑
化
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、個
人
の
お
客
さ
ま
へ
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
に

向
け「
新
統
合
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」を
稼
動
さ
せ
、

「
投
資
信
託
」の
お
取
引
や「
住
宅
ロ
ー
ン
事
前
審
査
」の

お
申
込
み
受
付
な
ど
新
た
な
機
能
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。ま
た
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
向
け
、植
林
活
動
や

金
融
商
品
を
通
じ
た
環
境
問
題
へ
の
取
組
み
、金
融
経
済

教
育
や
文
化・ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
助
成
な
ど
の
地
域
貢
献

活
動
への
取
組
み
を
積
極
的
に
行
って
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
東
邦
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
、ふ
る
さ
と〝
ふ
く
し
ま
〞

の
発
展
の
た
め
、地
域
社
会
や
お
客
さ
ま
、株
主
の
皆
さ
ま

に
対
し
て
、〝
熱
い
こ
こ
ろ
〞を
も
っ
て
行
動
し
、常
に
お
客

さ
ま
の
視
点
に
立
っ
て〝
誠
実
に
〞こ
こ
ろ
を
こ
め
て
接
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　「
地
域
を
見
つ
め
、地
域
と
と
も
に
歩
む
」金
融
機
関
と

し
て
、こ
れ
か
ら
も
地
域
金
融
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
果
た
す
と
と
も
に
、あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て

お
客
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
続
け
る「
地
域
い
ち
ば
ん
銀
行
」を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
り一層
の
ご
支
援
、ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
22
年
12
月

お
客
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
続
け
る

「
地
域
い
ち
ば
ん
銀
行
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

22
年
9
月
期
、当
行
は
安
定
的
な
収

益
お
よ
び
十
分
な
健
全
性
を
確
保

し
、皆
さ
ま
か
ら
高
い
信
頼
を
得
て

い
ま
す
。　

自
己
資
本
比
率（
単
体
）

銀
行
の
健
全
性
を
あ
ら
わ
す

自
己
資
本
比
率
は
11.

0
1
％
と
な
り
、

国
内
基
準
の
4
％
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
銀
行
経
営
の
健
全
性
を
測
る
上
で

重
要
な
指
標
と
な
っ
て
い
る
自
己
資
本

比
率（
単
体
）は
11.

0
1
％
と
な
り
、

国
内
基
準
の
4
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、T
i
e
r
1
比
率

（
中
核
的
自
己
資
本
比
率
）
は

9.

5
2
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
行
の
格
付
け

投
資
適
格
水
準
と
の
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

　
経
営
の
健
全
性
と
安
定
性
に
関
し

て
は
客
観
的
な
評
価
が
大
切
で
す
。

「
格
付
け
」は
、利
害
関
係
の
な
い
第
三

者
で
あ
る
格
付
機
関
が
企
業
の
信
用

度
や
債
務
履
行
能
力
等
を
簡
潔
な
記

号
で
表
し
た
も
の
で
す
。最
近
で
は
、

企
業
の
安
全
性
を
客
観
的
に
評
価
し

た
指
標
と
し
て
、広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
行
は
、日
本
格
付
研
究
所
か
ら

「
A
」の
長
期
優
先
債
務
格
付
け
を
、

ま
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
＆
プ
ア
ー
ズ
社
よ

り「
A－
」の
長
期
発
行
体
格
付
け
を

取
得
し
て
お
り
、い
ず
れ
も
投
資
適
格

水
準
と
な
る
評
価
を
得
て
お
り
ま

す
。　

決
算
ハ
イ
ラ
イ
ト

役
務
取
引
等
収
益
の
増
加
、有
価
証
券
関
係
損
益
の
改

善
な
ど
に
よ
り
、経
常
利
益
・
中
間
純
利
益
と
も
に
増
益

と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
経
済
の
悪
化
等
を
背
景
に
不
良
債
権
処
理
額
が
増

加
し
ま
し
た
が
、預
か
り
資
産
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
関
連
業
務

の
手
数
料
増
加
や
有
価
証
券
関
係
損
益
の
改
善
な
ど
に
よ

り
、経
常
利
益・中
間
純
利
益
と
も
に
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

損
益
の
状
況

業務純益は、銀行本来の業務（資金の運用・調達、サービスの提供等）でどれだけ利益を
あげたかを表す銀行固有の指標で一般企業の営業利益に相当します。コア業務純益は、
業務純益から一般貸倒引当金繰入額と債券関係損益の影響額を除いた利益です。

日本格付
研究所
A

スタンダード
＆プアーズ社
   A－

38

88

63

目次
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ズームアップ企業人
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ドライブ途中に立ち寄れる 日帰り温泉に行こう！
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16
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19
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TOHO ギャラリー

33億円

 ［ 21年9月期比 ］

 1億円
増加

11.01%

  ［ 21年9月末比 ］

 0.01ポイント
上昇

3兆3,878億円

   ［ 21年9月末比 ］

 1,610億円
増加

総預かり資産残高
（総預金+預かり資産）中間純利益 自己資本比率



　
県
内
の
魅
力
あ
る
食
品
や
食
材
の
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
に
、第
４
回
食
の

商
談
会「
ふ
く
し
ま
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
２
０
１
０
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
商
談
会
で
は
、「
ふ
く
し
ま
の
美
味
し
さ
！
食
べ
る
楽
し
さ
！
」を
テ
ー
マ
に
、

農
産
物
や
水
産
物
、加
工
品
な
ど
を
扱
う
県
内
１
０
６
社
の
出
展
者
が
商
品

展
示
場
で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、「
食
」に
関
連
し
た
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
バ
イ

ヤ
ー
と
約
5
0
0
件
の
商
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
で
は
、こ
れ
ま
で
の
商

談
会
に
加
え
、著
名
シ
ェフ
が
出
展
者
の

食
材
を
使
っ
て
創
作
料
理
を
作
る「
調

理
ラ
イ
ブ
」を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、「
食

の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」で
は
、来
場
者
の
投
票

で
加
工
品
部
門
3
社
と
食
材
部
門
3
社

の
計
6
社
が
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
今
回
、金
賞
に
輝
い
た
6
社
か
ら
自

社
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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特
集

ふ
く
し
ま

フ
ー
ド
フ
ェア
2
0
1
0

ふ
く
し
ま
の
美
味
し
さ
！ 

食
べ
る
楽
し
さ
！

平
成
22
年
10
月
5
日（
火
）

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま〈
多
目
的
ホ
ー
ル
〉 （
郡
山
市
）

TOHO トピックス
地
域
密
着
型
金
融
推
進
計
画

　
地
域
密
着
型
金
融
の
本
質
を
、企
業
理
念
の一つ
で
あ
る

「
地
域
を
見
つ
め
、地
域
と
と
も
に
」そ
の
も
の
で
あ
る
と
考

え
、「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
取
引
先
企
業
の
支
援
の

一
層
の
強
化
」「
事
業
価
値
を
見
極
め
る
融
資
手
法
を
は
じ

め
中
小
企
業
に
適
し
た
資
金
供
給
手
法
の
提
供
」「
地
域

の
情
報
集
積
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
域
経
済
へ
の
貢

献
」の
3
つ
を
柱
と
し
た「
地
域
密
着
型
金
融
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、地
域
の
活
力
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

海
外
展
開
支
援

　
お
取
引
先
企
業
の
海
外
取
引
や
海
外
進
出
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
お
よ
び
三
菱

U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

の
間
で
、国
際
業
務
に

関
す
る
包
括
業
務
協

力
協
定
を
締
結
し
て

お
り
ま
す
。国
際
業
務

の
強
化
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、今
後
も
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

福
島
県
立
医
科
大
学
と
の
産
学
連
携

　
当
行
は
、平
成
２２
年
７
月

に
福
島
県
立
医
科
大
学
と

産
学
連
携
に
関
す
る
協
力

協
定
を
締
結
し
、地
元
企
業

へ
の
情
報
提
供
や
大
学
と
の

連
携
の
橋
渡
し
役
を
務
め

る
な
ど
、医
療
機
器
分
野
の

産
業
集
積
に
積
極
的
に
取

組
ん
で
お
り
ま
す
。

う
つ
く
し
ま
未
来
フ
ァ
ン
ド

　
平
成
22
年
5
月
24
日「
地
域
密
着
型
金
融
推
進
計
画
」

に
お
け
る
事
業
再
生
へ
の
取
組
み
強
化
の
一
環
と
し
て
、

〝
東
北
地
方
初
〞と
な
る「
中
小
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド（
名
称

う
つ
く
し
ま
未
来
フ
ァ
ン
ド
）」を
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
・
福
島
県
内
の
金
融
機

関
等
と
の
共
同
出
資
に
よ

り
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　
官
民
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

結
集
し
、地
域
中
小
企
業

の
再
生
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、地
域
経
済
の
活

性
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

成
長
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
組
み

　
日
本
銀
行
の「
成
長
基
盤
強
化
を
支
援
す
る
た
め
の
資

金
供
給
制
度
」を
活
用
し
た「
成
長
基
盤
支
援
フ
ァ
ン
ド
」

を
創
設
し
、成
長
産
業
の
集
積
に
向
け
た
ご
支
援
と
、新
規

事
業
・
中
小
口
の
お
客
さ
ま
へ
の
取
組
み
を
強
化
し
て
お
り

ま
す
。

「
東
邦
・
円
高
対
応
資
金
」の
創
設

　
円
高
に
よ
り
事
業
活
動
に
影
響
を
受
け
て
い
る
お
客
さ

ま
に
対
し
て
、資
金
繰
り
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、当
行

所
定
の
融
資
利
率
か
ら
最
大
で
金
利
を
年
０
．２
％
引
き

下
げ
す
る
事
業
者
向
け
融
資
商
品「
東
邦
・
円
高
対
応
資

金
」を
創
設
し
、金
融
面
で
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。

金
融
円
滑
化
へ
の
取
組
み

 

地
域
金
融
の
円
滑
化
に
向
け
た
取
組
み
を
一
層
強
化
す
る

た
め
、平
成
22
年
1
月
に「
金
融
円
滑
化
の
取
組
み
方
針
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、地
域
企
業
へ
の
経
営
改
善
・
事
業
再
生
へ
の
取

組
み
、経
営
課
題
提
案
型
営
業
の
推
進
、住
宅
ロ
ー
ン
の
相

談
態
勢
の
整
備
な
ど
を
通
じ
て
、地
域
の
お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
活
性
化
・
金
融
円
滑
化
へ
の
取
組
み
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県
内
の
魅
力
あ
る
食
品
や
食
材
の
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
に
、第
４
回
食
の

商
談
会「
ふ
く
し
ま
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
２
０
１
０
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
商
談
会
で
は
、「
ふ
く
し
ま
の
美
味
し
さ
！
食
べ
る
楽
し
さ
！
」を
テ
ー
マ
に
、

農
産
物
や
水
産
物
、加
工
品
な
ど
を
扱
う
県
内
１
０
６
社
の
出
展
者
が
商
品

展
示
場
で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、「
食
」に
関
連
し
た
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
バ
イ

ヤ
ー
と
約
5
0
0
件
の
商
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
で
は
、こ
れ
ま
で
の
商

談
会
に
加
え
、著
名
シ
ェフ
が
出
展
者
の

食
材
を
使
っ
て
創
作
料
理
を
作
る「
調

理
ラ
イ
ブ
」を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、「
食

の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」で
は
、来
場
者
の
投
票

で
加
工
品
部
門
3
社
と
食
材
部
門
3
社

の
計
6
社
が
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
今
回
、金
賞
に
輝
い
た
6
社
か
ら
自

社
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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特
集

ふ
く
し
ま

フ
ー
ド
フ
ェア
2
0
1
0

ふ
く
し
ま
の
美
味
し
さ
！ 

食
べ
る
楽
し
さ
！

平
成
22
年
10
月
5
日（
火
）

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま〈
多
目
的
ホ
ー
ル
〉 （
郡
山
市
）

TOHO トピックス
地
域
密
着
型
金
融
推
進
計
画

　
地
域
密
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融
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本
質
を
、企
業
理
念
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る

「
地
域
を
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め
、地
域
と
と
も
に
」そ
の
も
の
で
あ
る
と
考

え
、「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
取
引
先
企
業
の
支
援
の

一
層
の
強
化
」「
事
業
価
値
を
見
極
め
る
融
資
手
法
を
は
じ

め
中
小
企
業
に
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資
金
供
給
手
法
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提
供
」「
地
域
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情
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集
積
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活
用
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た
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地
域
経
済
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の
貢

献
」の
3
つ
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し
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地
域
密
着
型
金
融
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、地
域
の
活
力
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

海
外
展
開
支
援

　
お
取
引
先
企
業
の
海
外
取
引
や
海
外
進
出
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
お
よ
び
三
菱

U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

の
間
で
、国
際
業
務
に

関
す
る
包
括
業
務
協

力
協
定
を
締
結
し
て

お
り
ま
す
。国
際
業
務

の
強
化
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、今
後
も
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

福
島
県
立
医
科
大
学
と
の
産
学
連
携

　
当
行
は
、平
成
２２
年
７
月

に
福
島
県
立
医
科
大
学
と

産
学
連
携
に
関
す
る
協
力

協
定
を
締
結
し
、地
元
企
業

へ
の
情
報
提
供
や
大
学
と
の

連
携
の
橋
渡
し
役
を
務
め

る
な
ど
、医
療
機
器
分
野
の

産
業
集
積
に
積
極
的
に
取

組
ん
で
お
り
ま
す
。

う
つ
く
し
ま
未
来
フ
ァ
ン
ド

　
平
成
22
年
5
月
24
日「
地
域
密
着
型
金
融
推
進
計
画
」

に
お
け
る
事
業
再
生
へ
の
取
組
み
強
化
の
一
環
と
し
て
、

〝
東
北
地
方
初
〞と
な
る「
中
小
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド（
名
称

う
つ
く
し
ま
未
来
フ
ァ
ン
ド
）」を
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
・
福
島
県
内
の
金
融
機

関
等
と
の
共
同
出
資
に
よ

り
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　
官
民
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

結
集
し
、地
域
中
小
企
業

の
再
生
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、地
域
経
済
の
活

性
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

成
長
基
盤
強
化
に
向
け
た
取
組
み

　
日
本
銀
行
の「
成
長
基
盤
強
化
を
支
援
す
る
た
め
の
資

金
供
給
制
度
」を
活
用
し
た「
成
長
基
盤
支
援
フ
ァ
ン
ド
」

を
創
設
し
、成
長
産
業
の
集
積
に
向
け
た
ご
支
援
と
、新
規

事
業
・
中
小
口
の
お
客
さ
ま
へ
の
取
組
み
を
強
化
し
て
お
り

ま
す
。

「
東
邦
・
円
高
対
応
資
金
」の
創
設

　
円
高
に
よ
り
事
業
活
動
に
影
響
を
受
け
て
い
る
お
客
さ

ま
に
対
し
て
、資
金
繰
り
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、当
行

所
定
の
融
資
利
率
か
ら
最
大
で
金
利
を
年
０
．２
％
引
き

下
げ
す
る
事
業
者
向
け
融
資
商
品「
東
邦
・
円
高
対
応
資

金
」を
創
設
し
、金
融
面
で
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。

金
融
円
滑
化
へ
の
取
組
み

 

地
域
金
融
の
円
滑
化
に
向
け
た
取
組
み
を
一
層
強
化
す
る

た
め
、平
成
22
年
1
月
に「
金
融
円
滑
化
の
取
組
み
方
針
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、地
域
企
業
へ
の
経
営
改
善
・
事
業
再
生
へ
の
取

組
み
、経
営
課
題
提
案
型
営
業
の
推
進
、住
宅
ロ
ー
ン
の
相

談
態
勢
の
整
備
な
ど
を
通
じ
て
、地
域
の
お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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域
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性
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融
円
滑
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へ
の
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組
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株
式
会
社 

会
津
地
鶏
ネ
ッ
ト所在地

〒965-0201 福島県会津若松市湊町大字赤井字笹山原3
TEL 0242-94-2266　FAX 0242-96-5055
URL http://www.aizujidori.net

会
津
の
歴
史
と
共
に
歩
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
会
津
地
鶏

　
会
津
地
鶏
の
詳
し
い
由
来
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、平
家
の
落
人
が
愛
玩
用
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
が
広

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。黒
く
長
い
尾
羽
根
は「
会

津
彼
岸
獅
子
」の
獅
子
頭
に
使
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
４
５
０
年
以
上
も
前
か
ら
会
津
地
方
に
の
み
生
息
し

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。会
津
地
鶏
は
通
常
の
鶏
の
倍

以
上
の
日
数
を
か
け
、自
由
に
動
き
回
れ
る
平
飼
い
で

飼
育
す
る
た
め
鶏
肉
特
有
の
臭
み
が
あ
ま
り
な
く
、適

度
な
歯
ご
た
え
が
あ
り
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
口
の
中
に
旨

み
が
広
が
り
ま
す
。ま
た
、通
常
の
鶏
の
半
分
程
度
の
産

卵
の
た
め
卵
は
コ
ク
や
美
味
し
さ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
て
生

卵
で
い
た
だ
く
と
そ
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。愛
情
込

め
て
安
全
・
安
心
に
育
て
ら
れ
る
会
津
地
鶏
は
肉
良
し
・

卵
良
し
の
鶏
と
し
て
注
目
の
食
材
で
す
。

株
式
会
社 

ア
イ
テ
ッ
ク

所在地
〒963-0105 福島県郡山市安積町長久保3丁目4-2
TEL 024-937-0970　FAX 024-937-0971
URL http://homepage3.nifty.com/i-tec/

い
な
わ
し
ろ

　
　
　
　『
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
物
語
』

▲ブルーベリー果汁・果実入りバニラアイスクリーム

　
当
社
は
、シ
ス
テ
ム
建
築
系
の
建
設
会
社
で
、Ｊ
Ａ

（
農
協
）さ
ん
の
施
設
建
設
を
主
に
営
業
し
て
参
り
ま
し

た
が
、〝
ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
ら
麦
藁
帽
子
へ
〞を
合
い
言
葉
に
、

異
業
種
参
入
い
た
し
ま
し
た
。農
業
人
と
し
て
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
栽
培
に
挑
戦
し
、更
に
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ア
イ
ス
の

製
造
に
取
組
み
、短
期
間
で
販
売
開
始
に
漕
ぎ
着
け
ま

し
た
。今
夏
は
猛
暑
で
し
た
が
熱
中
症
に
か
か
る
暇
も

な
く
、只
々
汗
と
雑
草
と
の
闘
い
で
し
た
。ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

は
暑
さ
に
も
負
け
ず
、す
く
す
く
育
っ
て
お
り
ま
す
。今

後
と
も
新
し
い
商
品
開
発
に
取
組
む
所
存
で
す
。

有
限
会
社 

糀
和
田
屋

所在地
〒969-1134 福島県本宮市本宮字上町22
TEL 0243-34-2140　FAX 0243-34-2145
URL http://www.koujiwadaya.co.jp

「
醸
造
は
糀
が
要  

　
　
　
米
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
」

▲糀和田屋の味噌

　
当
社
は
明
和
年
間
創
業
で
、平
成
２
年
に
法
人
設
立
い

た
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
明
和
年
間
よ
り
地
元
農
家
の
生
産
物
で

あ
る
米
や
豆
、雑
穀
等
を
売
買
し
た
り
精
米
や
委
託
加
工

す
る
こ
と
か
ら
業
を
営
み
、現
在
で
も
近
郊
農
家
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
で
生
産
し
た
米
や
大

豆
を
預
か
り
、委
託
加
工
の
味
噌
や
委
託
加
工
の
醤
油
、

糀
の
加
工
に
個
別
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
食
は

命
の
源
」と
い
う
信
念
で「
手
造
り
の
真
心
込
め
た
味
を

大
切
に
し
た
安
全
な
食
品
を
つ
く
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、地

元
原
料
を
主
に
国
産
原
料
・
無
添
加
を
基
本
と
し
た
市

販
の
味
噌
・
醤
油
・
各
種
麹
・
三
五
八
・
甘
酒
等
を
製
造
し

て
お
り
ま
す
。大
量
生
産
品
と
差
別
化
し
な
が
ら
も
お
客

様
に
価
値
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、日
本
の

伝
統
食
で
あ
る
発
酵
食
品
を
製
造
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

株
式
会
社 
向
山
製
作
所

所在地
〒969-1301 福島県安達郡大玉村大山字縫戸９４
TEL 0243-68-2455　FAX 0243-68-2457
URL http://www.mukaiyama-ss.co.jp

電
子
部
品
工
場

　
　
　
こ
だ
わ
り
生
キ
ャ
ラ
メ
ル

▲向山製作所の生キャラメル

　
当
社
は
福
島
県
大
玉
村
に
あ
る
電
子
部
品
製
造
会

社
で
す
が
、生
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
製
造
・
販
売
し
て
お
り
ま

す
。生
キ
ャ
ラ
メ
ル
は
、県
内
産
の
牛
乳
、生
ク
リ
ー
ム
を

使
用
し
手
作
り
、無
添
加
で
仕
上
げ
て
お
り
ま
す
。福

島
の
活
性
化
や
自
社
ス
イ
ー
ツ
を
立
ち
上
げ
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
は
、東
京
や
仙
台

の
有
名
百
貨
店
で
も
限
定
販
売
さ
れ
て
お
り
、13
種
類

あ
る
フ
レ
ー
バ
ー
の
中
に
は
、特
産
の
え
ご
ま
や
季
節
限
定

の
イ
チ
ゴ
味
な
ど
が
あ
り
ま
す
。他
に
も
生
キ
ャ
ラ
メ
ル

ソ
ー
ス
プ
リ
ン
や
有
名
百
貨
店
お
取
寄
せ
の
キ
ャ
ラ
メ
ル

ク
リ
ー
ム
な
ど
が
あ
り
ま
す
。今
年
10
月
に
は
郡
山
駅

前
に
シ
ョッ
プ
＆
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
、オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
ス
プ

レ
ッ
ソ
や
自
家
製
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
キ
ャ
ラ
メ
ル
ソ
ー
ス

を
か
け
て
食
べ
る
パ
ン
ケ
ー
キ
、特
製
グ
ラ
タ
ン
な
ど
、こ

だ
わ
り
の
品
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

株
式
会
社 

林
養
魚
場

所在地
〒961-8061 福島県西白河郡西郷村大字小田倉字後原66
TEL 0248-25-2041　FAX 0248-25-3232
URL http://www.hayashitrout.com

国
内
最
大
規
模
の

　
　
　
　
　  

サ
ケ
マ
ス
養
魚
場

▲阿武隈川メイプルサーモン～本当の美味しさを～

　
当
社
は
創
業
75
年
の
国
内
で
も
最
古
参
の
養
魚
場
で

す
。内
水
面
で
の
サ
ケ
マ
ス
魚
類
の
養
殖
一
筋
に
、最
高
品

質
の
養
魚
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。現
在
は
養
殖

魚
種
14
種
類
、年
間
生
産
量
４
０
０
ト
ン
に
お
よ
び
、国

内
で
も
最
大
規
模
の
養
殖
面
積
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、当
社
が
長
期
の
品
種
改
良
の
末
、独
自
に
開
発

し
た「
阿
武
隈
川
メ
イ
プ
ル
サ
ー
モ
ン
」は
鮮
度
、身
質
、

味
覚
の
全
て
に
お
い
て
高
い
評
価
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、直
営
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク「
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
プ
リ

ン
グ
ス
」を
国
内
５
箇
所
に
有
し
、自
然
と
一
体
に
な
れ
る

楽
し
い一
瞬
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。絶
え
間
な
い
研
究

と
開
発
、実
績
と
経
験
に
よ
り
更
な
る
品
質
の
追
求
、

新
た
な
る
魚
と
人
と
の
関
係
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

有
限
会
社 

猪
俣
徳
一
商
店

所在地
〒969-6551 福島県河沼郡会津坂下町舘の下23
TEL 0242-83-2242　FAX 0242-83-2292
URL http://www.co1091.com

田
ん
ぼ
か
ら
食
卓
へ
　

　
　
　
　
　 

会
津
米
の
専
門
店

▲生産履歴付き会津産コシヒカリ

　
当
社
は
、日
本
で
も
美
味
し
い
お
米
で
有
名
な
福
島
県

会
津
地
方
の
米
を
専
門
に
扱
う
米
穀
店
で
す
。苗
作
り

か
ら
、田
植
え
、田
ん
ぼ
の
管
理
、稲
刈
り
、集
荷
、検
査
、

そ
し
て
精
米
ま
で
の
全
て
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
取
組
み
と
し
て

【
栽
培
履
歴
付
会
津
米
の
販
売
】生
産
現
場
の
栽
培
履
歴

の
み
な
ら
ず
、検
査
か
ら
保
管
・
出
庫
ま
で
の
工
程
管
理

体
制
を
全
て
、商
品
別
に
管
理
し
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
情

報
開
示
を
可
能
に
し
た
お
米
で
す
。

【
受
注
栽
培
】農
業
生
産
法
人
㈲
会
津
み
ず
ほ
農
場（
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
農
場
、登
録
番
号
Ｍ
Ｉ
Ｃ
・
Ｓ-

０
７
０
０
０

０
０
３
１
）と
連
携
し
て
、ご
希
望
に
応
じ
た
お
米
を
作
付

け
し
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
海
外
市
場
へ
の
取
組
み
】平
成
20
年
度
か
ら
、台
湾
市
場

で
の
販
売
を
開
始
し
、高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ふくしまフードフェア2010 特集

▲会津地鶏 やきとり
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株
式
会
社 

会
津
地
鶏
ネ
ッ
ト所在地

〒965-0201 福島県会津若松市湊町大字赤井字笹山原3
TEL 0242-94-2266　FAX 0242-96-5055
URL http://www.aizujidori.net

会
津
の
歴
史
と
共
に
歩
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
会
津
地
鶏

　
会
津
地
鶏
の
詳
し
い
由
来
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、平
家
の
落
人
が
愛
玩
用
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
が
広

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。黒
く
長
い
尾
羽
根
は「
会

津
彼
岸
獅
子
」の
獅
子
頭
に
使
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
４
５
０
年
以
上
も
前
か
ら
会
津
地
方
に
の
み
生
息
し

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。会
津
地
鶏
は
通
常
の
鶏
の
倍

以
上
の
日
数
を
か
け
、自
由
に
動
き
回
れ
る
平
飼
い
で

飼
育
す
る
た
め
鶏
肉
特
有
の
臭
み
が
あ
ま
り
な
く
、適

度
な
歯
ご
た
え
が
あ
り
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
口
の
中
に
旨

み
が
広
が
り
ま
す
。ま
た
、通
常
の
鶏
の
半
分
程
度
の
産

卵
の
た
め
卵
は
コ
ク
や
美
味
し
さ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
て
生

卵
で
い
た
だ
く
と
そ
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。愛
情
込

め
て
安
全
・
安
心
に
育
て
ら
れ
る
会
津
地
鶏
は
肉
良
し
・

卵
良
し
の
鶏
と
し
て
注
目
の
食
材
で
す
。

株
式
会
社 

ア
イ
テ
ッ
ク

所在地
〒963-0105 福島県郡山市安積町長久保3丁目4-2
TEL 024-937-0970　FAX 024-937-0971
URL http://homepage3.nifty.com/i-tec/

い
な
わ
し
ろ

　
　
　
　『
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
物
語
』

▲ブルーベリー果汁・果実入りバニラアイスクリーム

　
当
社
は
、シ
ス
テ
ム
建
築
系
の
建
設
会
社
で
、Ｊ
Ａ

（
農
協
）さ
ん
の
施
設
建
設
を
主
に
営
業
し
て
参
り
ま
し

た
が
、〝
ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
ら
麦
藁
帽
子
へ
〞を
合
い
言
葉
に
、

異
業
種
参
入
い
た
し
ま
し
た
。農
業
人
と
し
て
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
栽
培
に
挑
戦
し
、更
に
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ア
イ
ス
の

製
造
に
取
組
み
、短
期
間
で
販
売
開
始
に
漕
ぎ
着
け
ま

し
た
。今
夏
は
猛
暑
で
し
た
が
熱
中
症
に
か
か
る
暇
も

な
く
、只
々
汗
と
雑
草
と
の
闘
い
で
し
た
。ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

は
暑
さ
に
も
負
け
ず
、す
く
す
く
育
っ
て
お
り
ま
す
。今

後
と
も
新
し
い
商
品
開
発
に
取
組
む
所
存
で
す
。

有
限
会
社 

糀
和
田
屋

所在地
〒969-1134 福島県本宮市本宮字上町22
TEL 0243-34-2140　FAX 0243-34-2145
URL http://www.koujiwadaya.co.jp

「
醸
造
は
糀
が
要  

　
　
　
米
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
」

▲糀和田屋の味噌

　
当
社
は
明
和
年
間
創
業
で
、平
成
２
年
に
法
人
設
立
い

た
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
明
和
年
間
よ
り
地
元
農
家
の
生
産
物
で

あ
る
米
や
豆
、雑
穀
等
を
売
買
し
た
り
精
米
や
委
託
加
工

す
る
こ
と
か
ら
業
を
営
み
、現
在
で
も
近
郊
農
家
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
で
生
産
し
た
米
や
大

豆
を
預
か
り
、委
託
加
工
の
味
噌
や
委
託
加
工
の
醤
油
、

糀
の
加
工
に
個
別
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、「
食
は

命
の
源
」と
い
う
信
念
で「
手
造
り
の
真
心
込
め
た
味
を

大
切
に
し
た
安
全
な
食
品
を
つ
く
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、地

元
原
料
を
主
に
国
産
原
料
・
無
添
加
を
基
本
と
し
た
市

販
の
味
噌
・
醤
油
・
各
種
麹
・
三
五
八
・
甘
酒
等
を
製
造
し

て
お
り
ま
す
。大
量
生
産
品
と
差
別
化
し
な
が
ら
も
お
客

様
に
価
値
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、日
本
の

伝
統
食
で
あ
る
発
酵
食
品
を
製
造
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

株
式
会
社 

向
山
製
作
所

所在地
〒969-1301 福島県安達郡大玉村大山字縫戸９４
TEL 0243-68-2455　FAX 0243-68-2457
URL http://www.mukaiyama-ss.co.jp

電
子
部
品
工
場

　
　
　
こ
だ
わ
り
生
キ
ャ
ラ
メ
ル

▲向山製作所の生キャラメル

　
当
社
は
福
島
県
大
玉
村
に
あ
る
電
子
部
品
製
造
会

社
で
す
が
、生
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
製
造
・
販
売
し
て
お
り
ま

す
。生
キ
ャ
ラ
メ
ル
は
、県
内
産
の
牛
乳
、生
ク
リ
ー
ム
を

使
用
し
手
作
り
、無
添
加
で
仕
上
げ
て
お
り
ま
す
。福

島
の
活
性
化
や
自
社
ス
イ
ー
ツ
を
立
ち
上
げ
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
は
、東
京
や
仙
台

の
有
名
百
貨
店
で
も
限
定
販
売
さ
れ
て
お
り
、13
種
類

あ
る
フ
レ
ー
バ
ー
の
中
に
は
、特
産
の
え
ご
ま
や
季
節
限
定

の
イ
チ
ゴ
味
な
ど
が
あ
り
ま
す
。他
に
も
生
キ
ャ
ラ
メ
ル

ソ
ー
ス
プ
リ
ン
や
有
名
百
貨
店
お
取
寄
せ
の
キ
ャ
ラ
メ
ル

ク
リ
ー
ム
な
ど
が
あ
り
ま
す
。今
年
10
月
に
は
郡
山
駅

前
に
シ
ョッ
プ
＆
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
、オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
ス
プ

レ
ッ
ソ
や
自
家
製
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
キ
ャ
ラ
メ
ル
ソ
ー
ス

を
か
け
て
食
べ
る
パ
ン
ケ
ー
キ
、特
製
グ
ラ
タ
ン
な
ど
、こ

だ
わ
り
の
品
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

株
式
会
社 

林
養
魚
場

所在地
〒961-8061 福島県西白河郡西郷村大字小田倉字後原66
TEL 0248-25-2041　FAX 0248-25-3232
URL http://www.hayashitrout.com

国
内
最
大
規
模
の

　
　
　
　
　  

サ
ケ
マ
ス
養
魚
場

▲阿武隈川メイプルサーモン～本当の美味しさを～

　
当
社
は
創
業
75
年
の
国
内
で
も
最
古
参
の
養
魚
場
で

す
。内
水
面
で
の
サ
ケ
マ
ス
魚
類
の
養
殖
一
筋
に
、最
高
品

質
の
養
魚
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。現
在
は
養
殖

魚
種
14
種
類
、年
間
生
産
量
４
０
０
ト
ン
に
お
よ
び
、国

内
で
も
最
大
規
模
の
養
殖
面
積
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、当
社
が
長
期
の
品
種
改
良
の
末
、独
自
に
開
発

し
た「
阿
武
隈
川
メ
イ
プ
ル
サ
ー
モ
ン
」は
鮮
度
、身
質
、

味
覚
の
全
て
に
お
い
て
高
い
評
価
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、直
営
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク「
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
プ
リ

ン
グ
ス
」を
国
内
５
箇
所
に
有
し
、自
然
と
一
体
に
な
れ
る

楽
し
い一
瞬
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。絶
え
間
な
い
研
究

と
開
発
、実
績
と
経
験
に
よ
り
更
な
る
品
質
の
追
求
、

新
た
な
る
魚
と
人
と
の
関
係
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

有
限
会
社 

猪
俣
徳
一
商
店

所在地
〒969-6551 福島県河沼郡会津坂下町舘の下23
TEL 0242-83-2242　FAX 0242-83-2292
URL http://www.co1091.com

田
ん
ぼ
か
ら
食
卓
へ
　

　
　
　
　
　 

会
津
米
の
専
門
店

▲生産履歴付き会津産コシヒカリ

　
当
社
は
、日
本
で
も
美
味
し
い
お
米
で
有
名
な
福
島
県

会
津
地
方
の
米
を
専
門
に
扱
う
米
穀
店
で
す
。苗
作
り

か
ら
、田
植
え
、田
ん
ぼ
の
管
理
、稲
刈
り
、集
荷
、検
査
、

そ
し
て
精
米
ま
で
の
全
て
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
取
組
み
と
し
て

【
栽
培
履
歴
付
会
津
米
の
販
売
】生
産
現
場
の
栽
培
履
歴

の
み
な
ら
ず
、検
査
か
ら
保
管
・
出
庫
ま
で
の
工
程
管
理

体
制
を
全
て
、商
品
別
に
管
理
し
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
情

報
開
示
を
可
能
に
し
た
お
米
で
す
。

【
受
注
栽
培
】農
業
生
産
法
人
㈲
会
津
み
ず
ほ
農
場（
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
農
場
、登
録
番
号
Ｍ
Ｉ
Ｃ
・
Ｓ-

０
７
０
０
０

０
０
３
１
）と
連
携
し
て
、ご
希
望
に
応
じ
た
お
米
を
作
付

け
し
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
海
外
市
場
へ
の
取
組
み
】平
成
20
年
度
か
ら
、台
湾
市
場

で
の
販
売
を
開
始
し
、高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ふくしまフードフェア2010 特集

▲会津地鶏 やきとり
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５つの経営方針
『顧客第一』『品質は命』『技術は宝』
『納期は力』『価格は繁栄』

代
表
取
締
役  
岡
田 
利
一
氏

会社概要
会　社　名　フジモールド工業株式会社
代表取締役　岡田 利一
所　在　地　福島県双葉郡富岡町小良ヶ浜字深谷311-3
製 造 品 目　①プラスチック製品成形用金型の設計及び製作
　　　　　　②プラスチック製品の成形及び製造・販売
　　　　　　③プラスチック製品の組立
　　　　　　④精密工作機械検査工具の設計及び製作・販売
　　　　　　⑤プラスチック加工機、その周辺機及び付帯設備
　　　　　　　の設計・製作販売及び修理
資　本　金　3,000万円
創　　　立　1974年8月
社　　　員　98名
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フ
ジ
モ
ー
ル
ド
工
業
株
式
会
社

　
優
れ
た
起
業
家
を
称
え
る「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

（
Ｅ
Ｏ
Ｙ
）第
９
回
東
北
地
区
大
会
」の
グ
ラ
ン
プ
リ
に「
フ
ジ
モ
ー
ル
ド
工
業
株
式

会
社
」（
富
岡
町
）の
岡
田
利
一
社
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。昭
和
４９
年
に
実
兄
と
二
人
で

創
業
し
て
か
ら
３０
年
余
り
、ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
な
ど
に
進
出
す
る
企
業
に
ま
で

育
て
あ
げ
た
岡
田
社
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
新
し
く
事
業
を
始
め
る
こ
と
は
大
変

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う

な
お
考
え
で
事
業
家
の
道
を
選
ば
れ
た

の
で
す
か
？

岡
田
‥「
ど
ん
な
業
種
で
も
い
い
。自
分

で
事
業
を
興
し
た
い
。会
社
を
創
り
た

い
。」と
二
十
代
の
頃
は
い
つ
も
考
え
て
い

ま
し
た
。私
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
経
験
が

あ
り
ま
す
が
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
多
少
な

り
と
も
上
司
の
評
価
に
左
右
さ
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。一
方
、自
営
業

は
自
分
の
努
力
が
直
接
成
果
と
な
っ
て

あ
ら
わ
れ
る
。で
す
か
ら
ど
ん
な
に
小
さ

な
会
社
で
も
よ
い
か
ら
会
社
を
創
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

●
創
業
当
時
は
ご
苦
労
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。当
時
の
こ
と
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

岡
田
‥
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
の
直
後
の

昭
和
４９
年
に
富
岡
町
の
実
家
の
納
屋
を

改
造
し
て
、兄
と
二
人
で
精
密
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
形
を
主
体
と
し
た「
お
か
だ
合

成
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。当
時
の
成
形

機
械
は
自
動
化
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か

ら
、製
品
の
取
り
出
し
な
ど
は
す
べ
て
手

作
業
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
成
形

機
械
２
台
で
２
人
分
の
生
活
費
を
稼
ご

う
と
す
る
と
２
人
が
交
代
で
そ
れ
ぞ
れ

３６
時
間
通
し
て
働
き
、製
造
・
検
品
・
納

品
な
ど
を
こ
な
し
、２
日
に
１
回
５
時
間

程
の
睡
眠
を
取
る
生
活
で
し
た
。そ
う

し
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
状
況
で
し
た
。

●
こ
れ
ま
で
様
々
な
出
来
事
が
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、一
番
大
変
だ
っ
た
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

岡
田
‥
創
業
か
ら
３
年
半
が
経
っ
た
頃
、

30
坪
程
の
工
場
を
新
築
し
、初
め
て
成

形
機
械
を
３
台
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

た
時
で
し
た
。ち
ょっ
と
し
た
不
注
意
で

工
場
が
火
災
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

兄
と
二
人
で
昼
夜
を
問
わ
ず
復
旧
作
業

を
行
い
１
週
間
で
仕
事
の
再
開
に
こ
ぎ
つ

け
ま
し
た
が
、兄
が
創
業
か
ら
の
苦
労

と
火
災
の
心
労
で
倒
れ
て
し
ま
い
、３
ヶ

月
ほ
ど
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
兄
の
葬
式
で
母
親
か
ら「
わ
た
し
が
こ

の
仕
事
を
始
め
な
け
れ
ば
、兄
は
死
な

な
か
っ
た
」と
言
わ
れ
た
と
き
は
非
常
に

辛
く
、自
分
を
責
め
て
ば
か
り
い
ま
し

た
。

●
事
業
の
再
開
を
断
念
す
る
こ
と
は
考

え
な
か
っ
た
の
で
す
か
？

岡
田
‥
ど
ん
な
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
自

分
の
選
ん
だ
道
で
あ
り
、「
人
に
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
」「
中
途
半
端
で
は
や
め

た
く
な
い
」そ
う
い
う
気
持
ち
で
再
建
に

向
け
、立
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、兄
が
倒
れ
て
か
ら
の
３
ヶ
月

は
ほ
と
ん
ど
仕
事
が
で
き
な
い
状
況
で

し
た
の
で
、運
転
資
金
も
底
を
つ
い
て
い

ま
し
た
し
、仕
事
の
発
注
先
も
離
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。実
家
を
担
保
に
、

あ
る
銀
行
か
ら
手
形
の
割
引
を
受
け
て

い
ま
し
た
が
、頼
り
に
し
て
い
た
長
男
を

失
っ
た
母
親
の
悲
し
み
が
余
り
に
も
大

き
く
私
は
勘
当
さ
れ
、担
保
も
は
ず
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、手
形
の
割
引
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。こ
の
時
は
本
当
に

困
り
ま
し
た
。そ
ん
な
時
に
地
元
の
商

工
会
の
人
が
県
の
制
度
資
金
利
用
の
手

続
き
を
取
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。ま
た
、

地
元
の
電
気
関
連
の
会
社
が
仕
事
を
発

注
し
て
く
れ
た
う
え
に
手
形
と
現
金
で

半
分
ず
つ
支
払
っ
て
く
れ
ま
し
た
。本
当

に
助
か
り
ま
し
た
。い
ろ
ん
な
方
の
支
援

を
う
け
て
、１
年
程
で
再
び
仕
事
を
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
会
社
が
飛
躍
し
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

岡
田
‥
創
業
し
て
１０
年
目
、従
業
員
と

相
談
し
て
会
社
を
大
き
く
す
る
た
め 

現
在
の
場
所
に
工
場
を
建
て
ま
し
た
。

そ
し
て
社
名
を「
成
形（
モ
ー
ル
ド
）の
世

界
で
富
士
山（
フ
ジ
）の
よ
う
に
日
本
一に

な
り
た
い
」と
の
思
い
で「
フ
ジ
モ
ー
ル
ド

工
業
株
式
会
社
」と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
社
名
に
し
た
頃
、 

福
島
県
の
受

発
注
懇
談
会
で
大
手
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー

と
出
会
っ
た
の
が
当
社
に
と
っ
て
大
き
な

転
機
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
出
会
い
に
よ

り
、当
社
は
カ
メ
ラ
の
ズ
ー
ム
部
で
あ
る

鏡
筒
部
品
の
製
作
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。当
時
、カ
メ
ラ
は
ダ
イ
キ
ャ
ス

ト（
金
属
）が
主
流
で
し
た
が
、業
界
の

中
で
も
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
の
価
格
が
高
く

な
っ
て
き
て
課
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ

こ
で
価
格
を
下
げ
る
た
め
に
メ
ー
カ
ー
か

ら
カ
メ
ラ
の
鏡
筒
部
品
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

化
の
相
談
が
あ
り
、当
社
で
改
良
に
改

良
を
重
ね
鏡
筒
部
品
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化

に
成
功
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
が
当
社
の

　

『
会
社
を
創
り
た
い
！
』

『
モ
ー
ル
ド
で
日
本
一
に
』

『
工
場
が
火
災
、

　
　
　そ
し
て
兄
の
死
』

従来は金属で製作していたカメラの鏡筒部。
技術革新に取組みプラスチック化・軽量化に成功

お  
か
　
　 

だ
　
　
　
　 

と  

し
　 

か  

つ



ズームアップ
企業人

も
の
づ
く
り
へ
の
熱
い
想
い
。
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５つの経営方針
『顧客第一』『品質は命』『技術は宝』
『納期は力』『価格は繁栄』

代
表
取
締
役  

岡
田 

利
一
氏

会社概要
会　社　名　フジモールド工業株式会社
代表取締役　岡田 利一
所　在　地　福島県双葉郡富岡町小良ヶ浜字深谷311-3
製 造 品 目　①プラスチック製品成形用金型の設計及び製作
　　　　　　②プラスチック製品の成形及び製造・販売
　　　　　　③プラスチック製品の組立
　　　　　　④精密工作機械検査工具の設計及び製作・販売
　　　　　　⑤プラスチック加工機、その周辺機及び付帯設備
　　　　　　　の設計・製作販売及び修理
資　本　金　3,000万円
創　　　立　1974年8月
社　　　員　98名
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フ
ジ
モ
ー
ル
ド
工
業
株
式
会
社

　
優
れ
た
起
業
家
を
称
え
る「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

（
Ｅ
Ｏ
Ｙ
）第
９
回
東
北
地
区
大
会
」の
グ
ラ
ン
プ
リ
に「
フ
ジ
モ
ー
ル
ド
工
業
株
式

会
社
」（
富
岡
町
）の
岡
田
利
一
社
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。昭
和
４９
年
に
実
兄
と
二
人
で

創
業
し
て
か
ら
３０
年
余
り
、ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
な
ど
に
進
出
す
る
企
業
に
ま
で

育
て
あ
げ
た
岡
田
社
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
新
し
く
事
業
を
始
め
る
こ
と
は
大
変

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う

な
お
考
え
で
事
業
家
の
道
を
選
ば
れ
た

の
で
す
か
？

岡
田
‥「
ど
ん
な
業
種
で
も
い
い
。自
分

で
事
業
を
興
し
た
い
。会
社
を
創
り
た

い
。」と
二
十
代
の
頃
は
い
つ
も
考
え
て
い

ま
し
た
。私
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
経
験
が

あ
り
ま
す
が
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
多
少
な

り
と
も
上
司
の
評
価
に
左
右
さ
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。一
方
、自
営
業

は
自
分
の
努
力
が
直
接
成
果
と
な
っ
て

あ
ら
わ
れ
る
。で
す
か
ら
ど
ん
な
に
小
さ

な
会
社
で
も
よ
い
か
ら
会
社
を
創
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

●
創
業
当
時
は
ご
苦
労
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。当
時
の
こ
と
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

岡
田
‥
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
の
直
後
の

昭
和
４９
年
に
富
岡
町
の
実
家
の
納
屋
を

改
造
し
て
、兄
と
二
人
で
精
密
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
形
を
主
体
と
し
た「
お
か
だ
合

成
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。当
時
の
成
形

機
械
は
自
動
化
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か

ら
、製
品
の
取
り
出
し
な
ど
は
す
べ
て
手

作
業
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
成
形

機
械
２
台
で
２
人
分
の
生
活
費
を
稼
ご

う
と
す
る
と
２
人
が
交
代
で
そ
れ
ぞ
れ

３６
時
間
通
し
て
働
き
、製
造
・
検
品
・
納

品
な
ど
を
こ
な
し
、２
日
に
１
回
５
時
間

程
の
睡
眠
を
取
る
生
活
で
し
た
。そ
う

し
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
状
況
で
し
た
。

●
こ
れ
ま
で
様
々
な
出
来
事
が
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、一
番
大
変
だ
っ
た
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

岡
田
‥
創
業
か
ら
３
年
半
が
経
っ
た
頃
、

30
坪
程
の
工
場
を
新
築
し
、初
め
て
成

形
機
械
を
３
台
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

た
時
で
し
た
。ち
ょっ
と
し
た
不
注
意
で

工
場
が
火
災
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

兄
と
二
人
で
昼
夜
を
問
わ
ず
復
旧
作
業

を
行
い
１
週
間
で
仕
事
の
再
開
に
こ
ぎ
つ

け
ま
し
た
が
、兄
が
創
業
か
ら
の
苦
労

と
火
災
の
心
労
で
倒
れ
て
し
ま
い
、３
ヶ

月
ほ
ど
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
兄
の
葬
式
で
母
親
か
ら「
わ
た
し
が
こ

の
仕
事
を
始
め
な
け
れ
ば
、兄
は
死
な

な
か
っ
た
」と
言
わ
れ
た
と
き
は
非
常
に

辛
く
、自
分
を
責
め
て
ば
か
り
い
ま
し

た
。

●
事
業
の
再
開
を
断
念
す
る
こ
と
は
考

え
な
か
っ
た
の
で
す
か
？

岡
田
‥
ど
ん
な
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
自

分
の
選
ん
だ
道
で
あ
り
、「
人
に
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
」「
中
途
半
端
で
は
や
め

た
く
な
い
」そ
う
い
う
気
持
ち
で
再
建
に

向
け
、立
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、兄
が
倒
れ
て
か
ら
の
３
ヶ
月

は
ほ
と
ん
ど
仕
事
が
で
き
な
い
状
況
で

し
た
の
で
、運
転
資
金
も
底
を
つ
い
て
い

ま
し
た
し
、仕
事
の
発
注
先
も
離
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。実
家
を
担
保
に
、

あ
る
銀
行
か
ら
手
形
の
割
引
を
受
け
て

い
ま
し
た
が
、頼
り
に
し
て
い
た
長
男
を

失
っ
た
母
親
の
悲
し
み
が
余
り
に
も
大

き
く
私
は
勘
当
さ
れ
、担
保
も
は
ず
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、手
形
の
割
引
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。こ
の
時
は
本
当
に

困
り
ま
し
た
。そ
ん
な
時
に
地
元
の
商

工
会
の
人
が
県
の
制
度
資
金
利
用
の
手

続
き
を
取
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。ま
た
、

地
元
の
電
気
関
連
の
会
社
が
仕
事
を
発

注
し
て
く
れ
た
う
え
に
手
形
と
現
金
で

半
分
ず
つ
支
払
っ
て
く
れ
ま
し
た
。本
当

に
助
か
り
ま
し
た
。い
ろ
ん
な
方
の
支
援

を
う
け
て
、１
年
程
で
再
び
仕
事
を
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
会
社
が
飛
躍
し
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

岡
田
‥
創
業
し
て
１０
年
目
、従
業
員
と

相
談
し
て
会
社
を
大
き
く
す
る
た
め 

現
在
の
場
所
に
工
場
を
建
て
ま
し
た
。

そ
し
て
社
名
を「
成
形（
モ
ー
ル
ド
）の
世

界
で
富
士
山（
フ
ジ
）の
よ
う
に
日
本
一に

な
り
た
い
」と
の
思
い
で「
フ
ジ
モ
ー
ル
ド

工
業
株
式
会
社
」と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
社
名
に
し
た
頃
、 

福
島
県
の
受

発
注
懇
談
会
で
大
手
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー

と
出
会
っ
た
の
が
当
社
に
と
っ
て
大
き
な

転
機
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
出
会
い
に
よ

り
、当
社
は
カ
メ
ラ
の
ズ
ー
ム
部
で
あ
る

鏡
筒
部
品
の
製
作
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。当
時
、カ
メ
ラ
は
ダ
イ
キ
ャ
ス

ト（
金
属
）が
主
流
で
し
た
が
、業
界
の

中
で
も
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
の
価
格
が
高
く

な
っ
て
き
て
課
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ

こ
で
価
格
を
下
げ
る
た
め
に
メ
ー
カ
ー
か

ら
カ
メ
ラ
の
鏡
筒
部
品
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

化
の
相
談
が
あ
り
、当
社
で
改
良
に
改

良
を
重
ね
鏡
筒
部
品
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化

に
成
功
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
が
当
社
の

　

『
会
社
を
創
り
た
い
！
』

『
モ
ー
ル
ド
で
日
本
一
に
』

『
工
場
が
火
災
、

　
　
　そ
し
て
兄
の
死
』

従来は金属で製作していたカメラの鏡筒部。
技術革新に取組みプラスチック化・軽量化に成功

お  

か
　
　 

だ
　
　
　
　 

と  

し
　 

か  

つ



C
S
R（
企
業
の
社
会
的
責
任
）へ
の

取
組
み

　
当
行
は
こ
れ
ま
で
も
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
機
能
の
発
揮
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
貢
献
、雇

用
の
維
持
や
地
域
企
業
の
事
業
再
生
な
ど
地
域
金
融
機
関
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
、積
極
的
な
対
応

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、昨
今
の
環
境
問
題
の
深
刻
化
や
少
子
高
齢
化
の
問
題
等
を
踏
ま
え
、「
ふ
く
し
ま
」の
発
展

と
お
客
さ
ま
の
豊
か
な
く
ら
し
づ
く
り
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
、地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
一
層
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
、特
に
「
環
境
保
全
活
動
」「
社
会
貢
献
活
動
」へ
の
取
組
み
を
強
化
し
た

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
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成
２１
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度
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ら
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賀
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市
と
喜
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ラ
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テ
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の
役
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族
に
よ
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と
う
ほ
う
の
森
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く
り
活
動
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実
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お
り
ま
す
。

　
当
行
は
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成
２１
年
度
に
実
施

し
た「
と
う
ほ
う
の
森
づ
く
り
」

活
動
に
よ
り
、平
成
２２
年
８
月

に
福
島
県
で
は
初
と
な
る
二
酸

化
炭
素
吸
収
量
認
証
制
度
の
認

証
団
体
に
な
り
ま
し
た
。

「
と
う
ほ
う
の
森
」
づ
く
り
の
実
施

発
展
の
基
礎
と
な
り
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
な
ど
の
海
外
へ
進
出
す
る
足
が
か

り
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　●
今
回
の
受
賞
の
感
想
と
今
後
の
目
標

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岡
田
‥
受
賞
が
決
ま
っ
た
と
き
は「
本
当

に
自
分
で
よ
い
の
か
」と
思
い
ま
し
た
。時

間
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
受
賞
し
た
責
任

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
い
か
に
継
続
し
、

会
社
を
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
か
が
今
一
番
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
、今
回
の
受
賞
は「
も
の
づ

く
り
へ
の
思
い
」を
再
認
識
す
る
良
い
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
私
も
６０
歳
を
過
ぎ
ま
し
た
の
で
後
継

者
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。経
営
者
の
中
に
は
、苦
労
し
た
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、私
は
技
術
屋
と
し
て
生

き
て
き
た
自
分
の
考
え
方
や
自
分
の
良

い
と
こ
ろ
、悪
い
と
こ
ろ
な
ど
を
後
継
者

に
確
実
に
伝
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
れ
か
ら
立
ち
上
げ
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
工
場
を
し
っ
か
り
と
軌
道
に
乗

せ
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

●
東
邦
銀
行
と
の
取
引
の
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

岡
田
‥
最
初
は
直
接
的
な
取
引
の
話
で

は
な
く
、情
報
交
換
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。当
時
の
支
店
長
か
ら「
地
場

で
こ
れ
だ
け
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

何
か
我
々
に
も
協
力
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

商
売
は
抜
き
に
し
て
情
報
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。」と
言
っ
て
い
た
だ
い
こ

と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。製
造
業
が
成

長
す
る
と
き
は
現
場
の
対
応
で
精
一
杯
の

状
態
で
す
。そ
ん
な
時
に
東
邦
銀
行
か

ら
い
ろ
ん
な
情
報
を
い
た
だ
い
た
の
は
非

常
に
有
り
難
か
っ
た
で
す
ね
。我
々
が
望
ん

だ
情
報
に
つ
い
て
真
剣
に
取
組
ん
で
く
れ

る
。そ
ん
な
銀
行
は
頼
り
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
お
客
様
が
何
を
望
ん
で
い
る
の

か
を
常
に
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
、銀

行
に
と
っ
て
一
番
大
切
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
本
当
に
様
々
な
ご
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
が
、支
え
に
な
っ
た
も
の

は
何
で
す
か
？

岡
田
‥
私
は
本
当
に
周
囲
の
方
々
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。お
取
引
先
や
地
域
の
方
々

と
従
業
員
の
支
え
が
あ
っ
て
今
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。感
謝
の
気
持
ち
で
いっ

ぱ
い
で
す
。私
は
常
々
従
業
員
は
家
族
で

も
あ
り「
人
財
」で
も
あ
る
と
思
っ
て
苦

楽
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
家
族
の
支
え
も
な
け
れ
ば
、こ

こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。工
場
再
建
の
時
は
、親
子
３
人
で
工

場
の
土
間
に
寝
泊
り
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。そ
ん
な
時
で
も
何
ひ
と
つ
文
句

を
言
わ
ず
私
に
つ
い
て
き
て
く
れ
た
妻
と

家
族
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
聞
き
手
‥
広
報
・
社
会
貢
献
室
）

ズームアップ企業人

環
境
保
全
活
動
へ
の
取
組
み

　
当
社
の
技
術
は
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

の
コ
ン
パ
ク
ト
・
軽
量
化
に
大
き
く
貢
献
し

て
お
り
、今
回
の
グ
ラ
ン
プ
リ
の
受
賞
は
幾

多
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
培
っ
て
き
た
当
社
の

技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。地
域
の
す
ば
ら
し
い
企
業
を
見
出
し
、

そ
の
成
長
に
対
し
少
し
で
も
貢
献
さ
せ
て

頂
く
こ
と
は
我
々
地
域
金
融
機
関
の
大
き

な
責
務
で
あ
り
、そ
の
た
め
の「
目
利
き
能

力
」を
日
々
の
業
務
を
通
し
て
身
に
つ
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｅ
Ｏ
Ｙ
第
９
回
東
北
地
区
大
会
の
岡
田
社
長
の
推
薦
人

東邦銀行
常務取締役 事務本部長
渡辺　正彦

ＥＯＹ第９回東北地区大会で受賞の挨拶をする岡田社長

『
後
継
者
の
育
成
に

　
　
　力
を
注
ぎ
た
い
』

も 

　
り

ものづくりに大切なことは
「人を思う心」 「ものを思う心」



C
S
R（
企
業
の
社
会
的
責
任
）へ
の

取
組
み

　
当
行
は
こ
れ
ま
で
も
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
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能
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発
揮
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
貢
献
、雇

用
の
維
持
や
地
域
企
業
の
事
業
再
生
な
ど
地
域
金
融
機
関
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
、積
極
的
な
対
応

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、昨
今
の
環
境
問
題
の
深
刻
化
や
少
子
高
齢
化
の
問
題
等
を
踏
ま
え
、「
ふ
く
し
ま
」の
発
展

と
お
客
さ
ま
の
豊
か
な
く
ら
し
づ
く
り
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
、地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
一
層
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
、特
に
「
環
境
保
全
活
動
」「
社
会
貢
献
活
動
」へ
の
取
組
み
を
強
化
し
た

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
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地
元
の
小
学
校
を
対
象

に「
み
ど
り
の
授
業
」を
開

催
し
、当
行
行
員
が
地
球

温
暖
化
問
題
や
自
然
環
境

保
護
の
大
切
さ
な
ど
を

テ
ー
マ
に
授
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
福
島
県
内
の
森
林・湖・公
園
な
ど
の
身
近
な
自
然
環
境

保
全
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、お
預
け
入
れ
い
た
だ
い
て
い

る「
東
邦
・エ
コ
定
期
預
金
」の
残
高
に
応
じ
て
、福
島
県
内

の
3
つ
の
環
境
保
全
団
体

（「
清
ら
か
な
湖
、美
し
い
猪

苗
代
湖
の
水
環
境
研
究
協

議
会
」「
自
然
首
都・只
見
応

援
基
金
」「
福
島
県
自
然
公

園
清
掃
協
議
会
」）へ
寄
付

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
行
は
、単
独
国
立
公

園
と
な
っ
た
尾
瀬
の
自
然

環
境
を
後
世
ま
で
末
永
く

守
る
た
め
、自
然
環
境
保

護
フ
ァ
ン
ド
を
販
売
し
、収

受
し
た
信
託
報
酬
の一部
に

つ
い
て
財
団
法
人
尾
瀬
保

護
財
団
へ
寄
付
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
当
行
は
、各
地
方
銀
行
の
森
づ
く
り
活
動
の
情
報
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、日
本
の
森
を
守
る
活
動
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
日
本
の
森
を
守
る
地
方

銀
行
有
志
の
会
」に
参
加

し
て
お
り
ま
す
。同
会
に
は

地
方
銀
行
63
行
が
参
加
し

て
お
り
ま
す
。今
後
と
も

会
員
各
行
と
の
連
携
を
強

化
し
森
づ
く
り
な
ど
の
環

境
保
全
活
動
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
へ
の
金
融
経
済
教
育
の
推
進
、ま
た
、子
供
た
ち
に

お
金
の
使
い
方
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

親
子
金
融
教
室
」を
開
催
し
、１
億
円
体
験
や
お
金
に
関
す

る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て
、

お
金
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

４
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、

初
め
て
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
て
、県
内
４
会

場（
福
島
、郡
山
、会
津
、い

わ
き
）で
開
催
し
ま
し
た
。

　
社
会
貢
献
活
動
へ
の
理
解
と
参

加
を
促
す
た
め
、平
成
5
年
4
月

「
社
会
貢
献
者
表
彰
制
度
」を
創

設
し
、従
業
員
お
よ
び
退
職
者
の

地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を
表
彰

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、延
べ
１
３
４
名（
行

員
71
名
、退
職
者
63
名
）を
表
彰

し
て
お
り
ま
す
。

　
当
行
は
、平
成
22
年
7
月
に
社

会
貢
献
の一
環
と
し
て
、役
職
員
が

持
ち
寄
っ
た
未
使
用
タ
オ
ル

１
，５
０
０
本
を
社
会
福
祉
法
人 

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

贈
い
た
し
ま
し
た
。今
回
寄
贈
し

た
タ
オ
ル
は
、同
協
議
会
を
通
じ

て
福
島
県
保
育
協
議
会
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
当
行
は
、教
育・人
材
育
成
の
面
か
ら
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、当
行
創
立
40
周
年
記
念
事

業
の一つ
と
し
て
、昭
和
58
年
3
月
に
財
団
法
人
東
邦
育
英

会
を
設
立
し
ま
し
た
。当
行
の
基
金
拠
出
を
も
と
に
、こ
れ

ま
で
3
0
5
名
の
大
学
生
に
対
し
、返
済
義
務
の
な
い
奨

学
資
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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東
邦
・
エ
コ
定
期
預
金
に
よ
る
寄
付

社
会
貢
献
者
表
彰
制
度

未
使
用
タ
オ
ル
寄
贈

尾
瀬
の
自
然
環
境
保
護
フ
ァ
ン
ド
の
販
売

み
ど
り
の
授
業
の
開
催

「
日
本
の
森
を
守
る
地
方
銀
行
有
志
の
会
」の

活
動
へ
の
参
加

　
財
団
法
人
東
邦
銀
行
文
化
財
団
は
、文
化・ス
ポ
ー
ツ
団

体
へ
の
助
成
事
業
や
、機
関
誌
の
発
行
な
ど
を
通
じ
て
、福

島
県
内
の
文
化・ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
幅
広
く
支
援
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、同
財
団
が

運
営
す
る「
原
郷
の

こ
け
し
群
西
田
記
念

館
」で
は
、こ
け
し
収

集
の
第
一
人
者
で
あ

る
故
西
田
峯
吉
氏
の

愛
蔵
品
を
中
心
に
、

こ
け
し
や
木
地
玩

具
、文
献
、資
料
等

を
展
示
し
て
お
り
ま

す
。

　
財
団
法
人
福
島
経
済
研
究
所
は
、福
島
県
内
に
お
け
る

経
済
一
般
お
よ
び
諸
産
業
の
動
向
な
ど
に
関
す
る
調
査
研

究
を
行
い
、月
刊
誌「
福
島
の
進
路
」の
発
行
・
経
済
講
演

会
の
実
施
・
研
修
会
へ
の
講
師
派
遣
等
を
通
し
て
、地
域
経

済
・
産
業
等
に
関
す
る

情
報
の
提
供
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
当
行
は
、「
小
さ
な
親
切
」運
動
の
福
島
県
本
部
事
務
局

を
担
当
し
、福
島
県
内
に
お
け
る「
小
さ
な
親
切
」運
動
の

普
及
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。親
切
な
心
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
、「
小
さ
な
親
切
」実
行
章
贈
呈
の
ほ
か
、紙
芝

居
に
よ
る「
心
の
教
育
」プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、環
境
美
化
運

動
、「
清
ら
か
な
湖
、美
し

い
猪
苗
代
湖
の
水
環
境
研

究
協
議
会
」や
パ
ン
ダ
ハ
ウ

ス
へ
の
寄
付
、福
島
県
社

会
福
祉
協
議
会
へ
の
車
椅

子
の
寄
贈
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　「
小
さ
な
親
切
」運
動
福
島
県
本
部
で
は
、平
成
21
年
度

か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
の
売
却
益
で
発
展
途
上
国

の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集

運
動
」を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、当
本
部
で
は「
読

売
グ
ル
ー
プ
福
島
」と
相
互
協
力
の
も
と『
地
球
に
優
し

く
、子
ど
も
た
ち
に
愛

を
。ふ
く
し
ま
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
運
動
』を
展
開
し
て
お

り
、こ
れ
ま
で
県
民
の

方
々
か
ら
約
50
ト
ン（
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
２
万
5
千

人
分
相
当
）
も
の
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
が
寄
せ
ら
れ
る

な
ど
、大
き
な
運
動
に
発

展
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
行
で
は
、「
偽
造
カ
ー
ド・盗
難
カ
ー
ド
預
金
者
保
護

法
」に
則
り
、平
成
17
年
12
月
１
日
以
降
、偽
造
・
盗
難

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
不
正
な
払
戻
し
に
よ
り
被
害

に
遭
わ
れ
た
お
客
さ
ま
に
対
し
て
、被
害
の
補
償
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　「
偽
造
・
盗
難
キ
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ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
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害
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す
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２０
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バ
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よ
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害
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て
も
補
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っ
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り
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。
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順
次
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の
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も
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Ｔ
Ｍ（
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）を
、全
営
業
店（
１
１
３
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台
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Ｔ
Ｍ
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予
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会
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の
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を
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１
３
４
名（
行
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、退
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者
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て
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に
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い
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し
ま
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た
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回
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し

た
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ル
は
、同
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会
を
通
じ

て
福
島
県
保
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協
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会
に
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ら
れ

ま
し
た
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当
行
は
、教
育・人
材
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成
の
面
か
ら
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、当
行
創
立
40
周
年
記
念
事

業
の一つ
と
し
て
、昭
和
58
年
3
月
に
財
団
法
人
東
邦
育
英

会
を
設
立
し
ま
し
た
。当
行
の
基
金
拠
出
を
も
と
に
、こ
れ

ま
で
3
0
5
名
の
大
学
生
に
対
し
、返
済
義
務
の
な
い
奨

学
資
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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は
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で
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プ
福
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も
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に
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に
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を
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エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
が
寄
せ
ら
れ
る

な
ど
、大
き
な
運
動
に
発

展
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
行
で
は
、「
偽
造
カ
ー
ド・盗
難
カ
ー
ド
預
金
者
保
護

法
」に
則
り
、平
成
17
年
12
月
１
日
以
降
、偽
造
・
盗
難

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
不
正
な
払
戻
し
に
よ
り
被
害

に
遭
わ
れ
た
お
客
さ
ま
に
対
し
て
、被
害
の
補
償
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　「
偽
造
・
盗
難
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
被
害
に
対
す

る
補
償
」に
準
じ
て
、平
成
２０
年
５
月
か
ら
盗
難
通
帳
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
も
補

償
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
10
月
以
降
順
次
、目
の
不
自
由
な
方
も

ご
利
用
い
た
だ
け
る
Ａ
Ｔ
Ｍ（
注
）を
、全
営
業
店（
１
１
３

カ
店
）に
原
則
と
し
て
１
台
以
上
、Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
入
口

か
ら
一
番
近
い
場
所
へ
設
置
す
る
予
定
で
す
。

「
小
さ
な
親
切
」
運
動

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
運
動

偽
造
・
盗
難
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
被
害
に

対
す
る
補
償

盗
難
通
帳
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に

よ
る
被
害
補
償

視
覚
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
お
客
さ
ま
が

ご
利
用
い
た
だ
け
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
全
店
設
置

社
会
貢
献
活
動
へ
の
取
組
み

T
O
H
O
親
子
金
融
教
室

財
団
法
人
東
邦
育
英
会

財
団
法
人
東
邦
銀
行
文
化
財
団

財
団
法
人
福
島
経
済
研
究
所

11

げ
ん
き
ょ
う

CSR（企業の社会的責任）への取組み

（
注
）目
の
不
自
由
な
方
も
ご
利

用
い
た
だ
け
る
Ａ
Ｔ
Ｍ

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
属
の
ハ
ン
ド
セ
ッ
ト

（
受
話
器
）か
ら
流
れ
る
音
声
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
、ハ
ン
ド
セ
ッ

ト
に
あ
る
テ
ン
キ
ー
を
操
作
す

る
こ
と
で
、目
の
不
自
由
な
方
も

ご
利
用
い
た
だ
け
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
。

●
ご
利
用
い
た
だ
け
る
お
取
引

は
、お
預
入
れ
、お
引
出
し
、残
高

照
会
、通
帳
記
入
、キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

及
び
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
取
引
照
会
。
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ドライブ途中に立ち寄れる

日帰り温泉に行こう！
全国でも有数“温泉王国 福島”には、泉質
や効能も様々な温泉がたくさんあります。
日帰り温泉なら、ドライブ途中でも気軽に
湯めぐりが楽しめます。

飯
坂
温
泉 

共
同
浴
場

﹇
福
島
市
﹈

　
福
島
の
奥
座
敷
飯
坂
温
泉
に
は
、源
泉
か
け
な
が
し

の
８
つ
の
共
同
浴
場
が
あ
り
、昔
も
今
も
地
元
の
人
々

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
鯖

湖
湯
は
、松
尾
芭
蕉
が
奥
の
細
道
の
道
中
で
立
ち
寄
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。温
泉
街
に
は
、無
料
で
利
用

出
来
る
足
湯
も
２
カ
所
あ
り
ま
す
。

入浴料／大人200円、小人100円
TEL 024ｰ542ｰ4241（飯坂温泉観光協会）

入
浴
料
／
２
０
０
円

T
E
L 

０
２
４
１-

６
２-

６
２
０
０

（
南
会
津
町
役
場
）

木
賊
温
泉 

共
同
浴
場
岩
風
呂
﹇
南
会
津
町
﹈

　
会
津
の
隠
れ
湯
と
伝

え
ら
れ
る
温
泉
。西
根
川

の
川
床
か
ら
温
泉
が
湧

き
で
る
混
浴
露
天
岩
風

呂
は
、川
の
せ
せ
ら
ぎ
を

聞
き
な
が
ら
の
入
浴
が

楽
し
め
ま
す
。内
湯
の
共

同
浴
場「
広
瀬
の
湯
」も

あ
り
ま
す
。

入
浴
料
／
大
人
8
5
0
円
、中
学

生
6
5
0
円
、小
学
生
5
0
0
円

T
E
L 

０
２
４
１-

7
6-

3
1
1
2

　
木
の
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ

る
施
設
内
に
は
囲
炉
裏

が
あ
り
、天
窓
か
ら
太
陽

の
光
が
降
り
注
ぐ「
陽
明

の
湯
」、月
明
か
り
の
や
さ

し
さ
に
包
ま
れ
た
よ
う
な

「
月
明
の
湯
」と
露
天
風

呂
で
、ゆ
っ
た
り
と
温
泉

を
楽
し
め
ま
す
。

小
豆
温
泉 

窓
明
の
湯
﹇
南
会
津
町
﹈

立 ち 寄 り S P O T

　明治18年（1885）に落成した洋風木造
建築。ギリシャ建築を思わせる円柱、城郭を
感じさせる千鳥破風、ステンドガラスなど、
洋風建築の特徴を随所に見られる貴重な建
物で、県重要文化財に指定されています。
入館料／大人200円、高校生150円、小中
学生100円　TEL 0241-62-3848

旧南会津郡役所

立 ち 寄 り S P O T

　堀切家邸宅を再現した施設。県内最古
の土蔵・十間蔵を始め、味噌蔵、母屋、離
れ座敷などがあり、足湯や手湯も整備さ
れています。
TEL 024-542-8188

旧堀切邸

き
つ
ね
う
ち
温
泉

﹇
白
河
市
﹈

　
肌
が
ツ
ル
ツ
ル
に
な
る
美
肌
の
湯
と
し
て
知
ら
れ
る
、

豊
富
な
湯
量
が
自
慢
の
源
泉
か
け
流
し
の
温
泉
。囲

炉
裏
や
暖
炉
の
あ
る
コ
テ
ー
ジ
も
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

い
わ
き
湯
本
温
泉 

さ
は
こ
の
湯
﹇
い
わ
き
市
﹈

　
純
和
風
の
建
物
は
、江
戸
時
代
末
期
の
建
物
様
式

を
再
現
し
た
も
の
。源
泉
か
け
流
し
の
お
湯
は
皮
膚

病
、婦
人
病
、高
血
圧
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、岩

風
呂
と
檜
風
呂
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。温
泉

街
に
あ
る
足
湯
と
合
わ
せ
て
楽
し
ん
で
み
て
は
。

入浴料／大人220円、小人100円　TEL 0246ｰ43ｰ0385

立 ち 寄 り S P O T

　常磐炭田採掘の歴史と、市内で発掘さ
れた化石、海外の化石資料などを展示す
る施設。音と照明に工夫を凝らした化石展
示室、当時の採掘方法を再現した模擬坑
道などがあり、土日祝日には、各種体験教
室も開催されます。
入館料／一般630円、中学生～大学生420円、
小学生320円　TEL 0246-42-3155

いわき市石炭・化石館 ほるる

立 ち 寄 り S P O T

　県内で発掘された土器や石器などが展
示されているほか、屋外には奈良時代の家
や前方後円墳、製鉄炉などが復元されて
います。勾玉づくりや火おこしなどの各種
体験も行われています。
TEL 0248-21-0700

福島県文化財センター まほろん

道
の
駅
喜
多
の
郷 

藏
の
湯
﹇
喜
多
方
市
﹈

　「
道
の
駅
喜
多
の
郷
」内
に
あ
る
施
設
で
、美
肌
や
皮

膚
病
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。館
内
に

あ
る
軽
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、手
打
ち
そ
ば
の
ほ
か
、ラ
ー

メ
ン
丼
や
ラ
ー
メ
ン
ピ
ザ
な
ど
の
限
定
メ
ニ
ュ
ー
が
食
べ

ら
れ
ま
す
。

入
浴
料
／
中
学
生
以
上
5
0
0
円
、小
学
生
3
0
0
円

T
E
L 
0
2
4
1-

2
1-

1
5
2
6

入
浴
料
／
2
時
間
：
中
学
生
以
上
4
0
0
円
、小
学
生
3
0
0
円

T
E
L 

0
2
4
8-

3
4-

1
1
2
6

立 ち 寄 り S P O T

　明治43年（1910）に完成し、当時東洋
一の規模として知られた鉄橋は、今なおそ
の姿を残しています。SLが通る鉄橋とし
て、鉄道ファンやカメラマンが多数訪れる
スポットとしても有名です。

一の戸橋梁

天
神
岬
温
泉 

し
お
か
ぜ
荘
﹇
楢
葉
町
﹈

　
天
神
岬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
に
あ
り
、源
泉
か
け
流
し

の
黒
褐
色
の
ぬ
る
ぬ
る
し
た
お
湯
は
、皮
膚
病
や
神
経

痛
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。太
平
洋
を
眺
め

な
が
ら
打
た
せ
湯
、ジ
ェッ
ト
風
呂
な
ど
７
つ
の
お
湯
が

楽
し
め
ま
す
。

入
浴
料
／
2
時
間
未
満
：
中
学
生
以
上
5
0
0
円
、小
人（
5
歳
以
上
）1
5
0
円

T
E
L 

0
2
4
0-

2
5-

5
7
2
6

立 ち 寄 り S P O T

　5,000人収容の天然芝スタジアムを始
め、フットサルコート、フィットネスクラブ、
テニスコートなどを備えたスポーツ施設。
レストランや宿泊施設など、幅広い利用が
できるのも特徴です。
TEL 0240-26-0111

Jヴィレッジ

天神岬温泉 しおかぜ荘

木賊温泉 共同浴場岩風呂
小豆温泉 窓明の湯

道の駅喜多の郷　藏の湯

飯坂温泉 共同浴場

いわき湯本温泉 さはこの湯

きつねうち温泉

さ
ば

こ

と
く
さ

あ
ず
き

ま
ど

あ
け

鯖湖湯

足湯「鶴のあし湯」

足湯「愛湯物語」

足湯「あ～しあわせの湯」

足湯「ちゃんこちゃんこの湯」

編集協力／株式会社進和クリエイティブセンター
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ドライブ途中に立ち寄れる

日帰り温泉に行こう！
全国でも有数“温泉王国 福島”には、泉質
や効能も様々な温泉がたくさんあります。
日帰り温泉なら、ドライブ途中でも気軽に
湯めぐりが楽しめます。

飯
坂
温
泉 

共
同
浴
場

﹇
福
島
市
﹈

　
福
島
の
奥
座
敷
飯
坂
温
泉
に
は
、源
泉
か
け
な
が
し

の
８
つ
の
共
同
浴
場
が
あ
り
、昔
も
今
も
地
元
の
人
々

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
鯖

湖
湯
は
、松
尾
芭
蕉
が
奥
の
細
道
の
道
中
で
立
ち
寄
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。温
泉
街
に
は
、無
料
で
利
用

出
来
る
足
湯
も
２
カ
所
あ
り
ま
す
。

入浴料／大人200円、小人100円
TEL 024ｰ542ｰ4241（飯坂温泉観光協会）

入
浴
料
／
２
０
０
円

T
E
L 

０
２
４
１-

６
２-

６
２
０
０

（
南
会
津
町
役
場
）

木
賊
温
泉 

共
同
浴
場
岩
風
呂
﹇
南
会
津
町
﹈

　
会
津
の
隠
れ
湯
と
伝

え
ら
れ
る
温
泉
。西
根
川

の
川
床
か
ら
温
泉
が
湧

き
で
る
混
浴
露
天
岩
風

呂
は
、川
の
せ
せ
ら
ぎ
を

聞
き
な
が
ら
の
入
浴
が

楽
し
め
ま
す
。内
湯
の
共

同
浴
場「
広
瀬
の
湯
」も

あ
り
ま
す
。

入
浴
料
／
大
人
8
5
0
円
、中
学

生
6
5
0
円
、小
学
生
5
0
0
円

T
E
L 

０
２
４
１-

7
6-

3
1
1
2

　
木
の
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ

る
施
設
内
に
は
囲
炉
裏

が
あ
り
、天
窓
か
ら
太
陽

の
光
が
降
り
注
ぐ「
陽
明

の
湯
」、月
明
か
り
の
や
さ

し
さ
に
包
ま
れ
た
よ
う
な

「
月
明
の
湯
」と
露
天
風

呂
で
、ゆ
っ
た
り
と
温
泉

を
楽
し
め
ま
す
。

小
豆
温
泉 

窓
明
の
湯
﹇
南
会
津
町
﹈

立 ち 寄 り S P O T

　明治18年（1885）に落成した洋風木造
建築。ギリシャ建築を思わせる円柱、城郭を
感じさせる千鳥破風、ステンドガラスなど、
洋風建築の特徴を随所に見られる貴重な建
物で、県重要文化財に指定されています。
入館料／大人200円、高校生150円、小中
学生100円　TEL 0241-62-3848

旧南会津郡役所

立 ち 寄 り S P O T

　堀切家邸宅を再現した施設。県内最古
の土蔵・十間蔵を始め、味噌蔵、母屋、離
れ座敷などがあり、足湯や手湯も整備さ
れています。
TEL 024-542-8188

旧堀切邸

き
つ
ね
う
ち
温
泉

﹇
白
河
市
﹈

　
肌
が
ツ
ル
ツ
ル
に
な
る
美
肌
の
湯
と
し
て
知
ら
れ
る
、

豊
富
な
湯
量
が
自
慢
の
源
泉
か
け
流
し
の
温
泉
。囲

炉
裏
や
暖
炉
の
あ
る
コ
テ
ー
ジ
も
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

い
わ
き
湯
本
温
泉 

さ
は
こ
の
湯
﹇
い
わ
き
市
﹈

　
純
和
風
の
建
物
は
、江
戸
時
代
末
期
の
建
物
様
式

を
再
現
し
た
も
の
。源
泉
か
け
流
し
の
お
湯
は
皮
膚

病
、婦
人
病
、高
血
圧
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、岩

風
呂
と
檜
風
呂
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。温
泉

街
に
あ
る
足
湯
と
合
わ
せ
て
楽
し
ん
で
み
て
は
。

入浴料／大人220円、小人100円　TEL 0246ｰ43ｰ0385

立 ち 寄 り S P O T

　常磐炭田採掘の歴史と、市内で発掘さ
れた化石、海外の化石資料などを展示す
る施設。音と照明に工夫を凝らした化石展
示室、当時の採掘方法を再現した模擬坑
道などがあり、土日祝日には、各種体験教
室も開催されます。
入館料／一般630円、中学生～大学生420円、
小学生320円　TEL 0246-42-3155

いわき市石炭・化石館 ほるる

立 ち 寄 り S P O T

　県内で発掘された土器や石器などが展
示されているほか、屋外には奈良時代の家
や前方後円墳、製鉄炉などが復元されて
います。勾玉づくりや火おこしなどの各種
体験も行われています。
TEL 0248-21-0700

福島県文化財センター まほろん

道
の
駅
喜
多
の
郷 

藏
の
湯
﹇
喜
多
方
市
﹈

　「
道
の
駅
喜
多
の
郷
」内
に
あ
る
施
設
で
、美
肌
や
皮

膚
病
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。館
内
に

あ
る
軽
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、手
打
ち
そ
ば
の
ほ
か
、ラ
ー

メ
ン
丼
や
ラ
ー
メ
ン
ピ
ザ
な
ど
の
限
定
メ
ニ
ュ
ー
が
食
べ

ら
れ
ま
す
。

入
浴
料
／
中
学
生
以
上
5
0
0
円
、小
学
生
3
0
0
円

T
E
L 

0
2
4
1-

2
1-

1
5
2
6

入
浴
料
／
2
時
間
：
中
学
生
以
上
4
0
0
円
、小
学
生
3
0
0
円

T
E
L 

0
2
4
8-

3
4-

1
1
2
6

立 ち 寄 り S P O T

　明治43年（1910）に完成し、当時東洋
一の規模として知られた鉄橋は、今なおそ
の姿を残しています。SLが通る鉄橋とし
て、鉄道ファンやカメラマンが多数訪れる
スポットとしても有名です。

一の戸橋梁

天
神
岬
温
泉 

し
お
か
ぜ
荘
﹇
楢
葉
町
﹈

　
天
神
岬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
に
あ
り
、源
泉
か
け
流
し

の
黒
褐
色
の
ぬ
る
ぬ
る
し
た
お
湯
は
、皮
膚
病
や
神
経

痛
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。太
平
洋
を
眺
め

な
が
ら
打
た
せ
湯
、ジ
ェッ
ト
風
呂
な
ど
７
つ
の
お
湯
が

楽
し
め
ま
す
。

入
浴
料
／
2
時
間
未
満
：
中
学
生
以
上
5
0
0
円
、小
人（
5
歳
以
上
）1
5
0
円
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　5,000人収容の天然芝スタジアムを始
め、フットサルコート、フィットネスクラブ、
テニスコートなどを備えたスポーツ施設。
レストランや宿泊施設など、幅広い利用が
できるのも特徴です。
TEL 0240-26-0111

Jヴィレッジ

天神岬温泉 しおかぜ荘

木賊温泉 共同浴場岩風呂
小豆温泉 窓明の湯

道の駅喜多の郷　藏の湯

飯坂温泉 共同浴場

いわき湯本温泉 さはこの湯

きつねうち温泉

さ
ば

こ

と
く
さ

あ
ず
き

ま
ど

あ
け

鯖湖湯

足湯「鶴のあし湯」

足湯「愛湯物語」

足湯「あ～しあわせの湯」

足湯「ちゃんこちゃんこの湯」

編集協力／株式会社進和クリエイティブセンター
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ローンプラザ福島支店
ローンプラザ須賀川支店  
ローンプラザ会津支店
郡山ローンセンター（新さくら通り支店内）
白河ローンセンター（新白河支店内）
いわきローンセンター（いわき鹿島支店内）

月～金曜
10：00～18：00

土・日曜
10：00～16：00

月～金曜
9：00～17：00

営業時間店　名

土曜日
日曜日

9:00～
15:00

郡山北支店

当日処理

翌平日営業日
処理

営業日 営業時間 店舗名 主な取扱業務 取扱いできない業務

※お電話は各店の
　営業時間内に承ります。

※平日15：00以降と土・日曜日は相談業務のみとなります。
※祝日および12月31日～1月3日、5月3日～5月5日は休業とさせていただきます。
※ただし、12月31日～1月3日、5月3日～5月5日のいずれかの日が土・日曜日に重なった場合を除き、
祝日と土・日曜日が重なった日は営業いたします。

ローンは　　トーホー

0120-608-104
○お気軽にご相談ください

東邦銀行のＡＴＭサービス
ATM利用手数料無料でさらにお得

個人ローン専門店
ローンのことなら何でもご相談ください

土日の窓口営業

くらしをもっと便利に、時間も大切にしたいなら

郡山北支店では平日営業に加え「土日の窓口営業」を行っています！

いつでも、どこでも、バンキング
3 つ の 便 利！！ 3 つ の お 得！！

いつでも
ご利用可能！！

給与振込、年金振込、住宅ローン
いずれかご契約お客さま
当行ATMの時間外手数料が常時無料

２４時間・365日年中無休で
ご利用いただけます

コンビニATMサービス
セブン銀行、イーネット（ファミリーマート、ミニストップ）、ローソンと
ATM提携をしております。

もっと便利に

ATM営業時間拡大
平日・土曜日、祝日は最長２２時まで、日曜日は２１時までご利用
いただけます。

コンビニATM利用手数料が月３回無料

土曜・日曜も営業！

　質の高いローンサービスをより多くのお客さまにご利用いた
だけるよう、福島県内の各主要都市にローン専門店を設置し、
平日の営業時間を延長するとともに、土曜日・日曜日も営業して
おります。また、住宅ローンをはじめ様々なローンに精通したス
タッフがお客さまのご相談をお受けいたします。

業務によっては、取扱いできない場合や取引店に限定した取扱いとなる場合があります。

（注） 貸金庫は、9時から16時30分までの営業となります。

●預金業務（口座開設、ご入金、ご出金など）
●通帳・証書の記帳、繰越
●郡山市税の収納
●住所変更などの諸届の受付
●貸金庫のご利用（注)

●法人を対象とした
全ての業務

●当座勘定取引
●手形、小切手の
　お取扱い
●お振込
●税金の収納(除く
郡山市税)

●融資金の実行、
　ご返済
●外国為替業務

●公共料金のお支払い（東北電力電気料、
ＮＴＴ東日本電話料、ＮＨＫ受信料）
●投資信託のご相談・受付
●保険商品のご相談・受付
●個人ローンのご相談・受付

※休日営業店は、祝日および12月31日～1月3日、5月3日～5日
は休業させていただきます。ただし、12月31日～1月3日、5月3
日～5日のいずれかの日が土曜日・日曜日に重なった場合を除き、
祝日と土曜日・日曜日が重なった日は営業いたします。

土・日など銀行が休みの
日にも24時間ご利用い
ただけます。

どこからでも
ご利用可能！！

ご自宅はもちろん、外出
先や旅行先からもご利
用いただけます。

インターネットから
お申込み可能！！

お申込みは〈東邦〉の
ホームページで。面倒な
申込書の記入や捺印は
必要ございません。

振込手数料が
お得！！

窓口に比べて振込手数
料が210円（税込）～
525円（税込）も割安！！

定期預金の
金利がお得！！

新規にお預け入れいた
だいたスーパー定期預
金は店頭表示金利+年
0.1％の上乗せ！！

投資信託の
手数料がお得！！

新規にご購入いただい
た投資信託の販売手数
料の30％をキャッシュ
バック！！
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昭和村

　
昭
和
村
を
代
表
す
る
特
産
品
の
一つ

「
か
ら
む
し
織
」。か
ら
む
し
と
は
イ
ラ
ク
サ

科
に
属
す
る
植
物
で
別
名
苧
麻（
ち
ょ
ま
）

と
呼
ば
れ
、昭
和
村
で
は
約
6
0
0
年
前

か
ら
生
産
さ
れ
て
お
り
、現
在
は
本
州
唯
一

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
か
ら
む
し
は
夏
に
刈
り
取
り
を
行
い
、

そ
れ
を
流
水
に
浸
し
て
か
ら
1
本
ず
つ
て

い
ね
い
に
皮
を
は
い
で
い
き
ま
す
。そ
れ
か

ら
苧（
お
）引
き
具
を
使
っ
て
外
皮
を
取
り

除
き
、乾
燥
さ
せ
ま
す
。そ
れ
を
1
本
1
本

指
で
細
か
く
裂
い
て
糸
を
紡
ぎ
ま
す
が
、

帯
1
本
分
を
紡
ぐ
に
は
約
2
ヵ
月
も
か
か

る
と
か
。さ
ら
に
糸
車
で
よ
り
を
か
け
て
糸

に
仕
上
げ
、昔
な
が
ら
の
機
織
り
機
で
反

物
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。す
べ
て
の
行
程

が
手
作
業
の
た
め
、作
り
手
も
年
々
減
少

し
て
い
ま
し
た
が
、村
で
は
か
ら
む
し
織
保

存
の
た
め
に「
織
姫
制
度
」を
平
成
6
年
か

ら
行
っ
て
お
り
、全
国
か
ら
集
ま
っ
た
織
姫

た
ち
が
、村
の
女
性
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
技
術
の
習
得
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
作
る
人
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
手
作
り

の
ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
た
製
品
は
、

1
0
0
年
持
つ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
丈
夫
で
、

さ
ら
り
と
し
た
肌
触
り
は
夏
衣
と
し
て
人

気
が
あ
り
ま
す
。帯
や
着
物
の
ほ
か
、コ
ー

ス
タ
ー
や
ぞ
う
り
、ネ
ク
タ
イ
、ハ
ン
カ
チ
な

ど
様
々
な
製
品
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
織
姫
交
流
館
で
は
コ
ー
ス
タ
ー
や
花
び
ん

敷
の
か
ら
む
し
織
体
験
が
で
き
る
ほ
か
、糸

作
り
や
苧
引
き
な
ど
の
短
期
体
験
コ
ー
ス

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
奥
会
津
昭
和
村
振
興
公
社

T
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昭和村

す
べ
て
の
行
程
が
手
作
業
の

ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
た
織
物

か
ら
む
し
織

面積の約82％が山林と豊かな自然に恵まれ
た昭和村

7月の土用の頃から8月のお盆
前にかけて行われる刈り取り。
高さは2ｍ近くにまで成長する

乾燥したからむしを、太さが均一になるよ
う裂き、1本1本紡ぐ苧績（おう）み

最も熟練を要する苧引き作業。1枚ずつ表皮
と繊維に分けていく。からむしの生産と苧引き
の技術は国選定保存技術に指定されている

主な販売場所／織姫交流館、福島県観光物産館、
中合福島店、会津若松駅、駅カフェ（七日町駅内）など

2月の雪深い頃に行われるからむしの雪ざらし。雪にさら
すことで漂白され、染めやすくする伝統技法

機織り機を使って
手織りをしていく

特産品の展示販売などを行う織姫
交流館。隣接するからむし工芸博
物館では、からむしの歴史や資料な
どを展示を行っている

先
人
の
知
恵
を
知
る

ふ
く
し
ま
の「
技
」探
訪

広
い
県
土
を
有
す
る
福
島
県
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
異
な
る
文
化
や
風
習
、特
産
品
づ
く
り
な
ど

が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
先
人
の
技
は
、今
な
お
私
た
ち
の
生
活
と
共
に

息
づ
き
、次
の
世
代
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭和村で作られているからむし製品

編集協力／株式会社進和クリエイティブセンター

個人のお客さま専用
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当日処理

翌平日営業日
処理

営業日 営業時間 店舗名 主な取扱業務 取扱いできない業務

※お電話は各店の
　営業時間内に承ります。

※平日15：00以降と土・日曜日は相談業務のみとなります。
※祝日および12月31日～1月3日、5月3日～5月5日は休業とさせていただきます。
※ただし、12月31日～1月3日、5月3日～5月5日のいずれかの日が土・日曜日に重なった場合を除き、
祝日と土・日曜日が重なった日は営業いたします。
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ローンのことなら何でもご相談ください

土日の窓口営業

くらしをもっと便利に、時間も大切にしたいなら

郡山北支店では平日営業に加え「土日の窓口営業」を行っています！
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3 つ の 便 利！！ 3 つ の お 得！！

いつでも
ご利用可能！！

給与振込、年金振込、住宅ローン
いずれかご契約お客さま
当行ATMの時間外手数料が常時無料

２４時間・365日年中無休で
ご利用いただけます

コンビニATMサービス
セブン銀行、イーネット（ファミリーマート、ミニストップ）、ローソンと
ATM提携をしております。

もっと便利に

ATM営業時間拡大
平日・土曜日、祝日は最長２２時まで、日曜日は２１時までご利用
いただけます。

コンビニATM利用手数料が月３回無料

土曜・日曜も営業！

　質の高いローンサービスをより多くのお客さまにご利用いた
だけるよう、福島県内の各主要都市にローン専門店を設置し、
平日の営業時間を延長するとともに、土曜日・日曜日も営業して
おります。また、住宅ローンをはじめ様々なローンに精通したス
タッフがお客さまのご相談をお受けいたします。

業務によっては、取扱いできない場合や取引店に限定した取扱いとなる場合があります。

（注） 貸金庫は、9時から16時30分までの営業となります。

●預金業務（口座開設、ご入金、ご出金など）
●通帳・証書の記帳、繰越
●郡山市税の収納
●住所変更などの諸届の受付
●貸金庫のご利用（注)

●法人を対象とした
全ての業務

●当座勘定取引
●手形、小切手の
　お取扱い
●お振込
●税金の収納(除く
郡山市税)

●融資金の実行、
　ご返済
●外国為替業務

●公共料金のお支払い（東北電力電気料、
ＮＴＴ東日本電話料、ＮＨＫ受信料）
●投資信託のご相談・受付
●保険商品のご相談・受付
●個人ローンのご相談・受付

※休日営業店は、祝日および12月31日～1月3日、5月3日～5日
は休業させていただきます。ただし、12月31日～1月3日、5月3
日～5日のいずれかの日が土曜日・日曜日に重なった場合を除き、
祝日と土曜日・日曜日が重なった日は営業いたします。

土・日など銀行が休みの
日にも24時間ご利用い
ただけます。

どこからでも
ご利用可能！！

ご自宅はもちろん、外出
先や旅行先からもご利
用いただけます。

インターネットから
お申込み可能！！

お申込みは〈東邦〉の
ホームページで。面倒な
申込書の記入や捺印は
必要ございません。

振込手数料が
お得！！

窓口に比べて振込手数
料が210円（税込）～
525円（税込）も割安！！

定期預金の
金利がお得！！

新規にお預け入れいた
だいたスーパー定期預
金は店頭表示金利+年
0.1％の上乗せ！！

投資信託の
手数料がお得！！

新規にご購入いただい
た投資信託の販売手数
料の30％をキャッシュ
バック！！
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製
品
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
織
姫
交
流
館
で
は
コ
ー
ス
タ
ー
や
花
び
ん

敷
の
か
ら
む
し
織
体
験
が
で
き
る
ほ
か
、糸

作
り
や
苧
引
き
な
ど
の
短
期
体
験
コ
ー
ス

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
奥
会
津
昭
和
村
振
興
公
社
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E
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1
ー
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ー
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昭和村

す
べ
て
の
行
程
が
手
作
業
の

ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
た
織
物

か
ら
む
し
織

面積の約82％が山林と豊かな自然に恵まれ
た昭和村

7月の土用の頃から8月のお盆
前にかけて行われる刈り取り。
高さは2ｍ近くにまで成長する

乾燥したからむしを、太さが均一になるよ
う裂き、1本1本紡ぐ苧績（おう）み

最も熟練を要する苧引き作業。1枚ずつ表皮
と繊維に分けていく。からむしの生産と苧引き
の技術は国選定保存技術に指定されている

主な販売場所／織姫交流館、福島県観光物産館、
中合福島店、会津若松駅、駅カフェ（七日町駅内）など

2月の雪深い頃に行われるからむしの雪ざらし。雪にさら
すことで漂白され、染めやすくする伝統技法

機織り機を使って
手織りをしていく

特産品の展示販売などを行う織姫
交流館。隣接するからむし工芸博
物館では、からむしの歴史や資料な
どを展示を行っている

先
人
の
知
恵
を
知
る

ふ
く
し
ま
の「
技
」探
訪

広
い
県
土
を
有
す
る
福
島
県
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
異
な
る
文
化
や
風
習
、特
産
品
づ
く
り
な
ど

が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
先
人
の
技
は
、今
な
お
私
た
ち
の
生
活
と
共
に

息
づ
き
、次
の
世
代
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭和村で作られているからむし製品

編集協力／株式会社進和クリエイティブセンター

個人のお客さま専用

TOHO トピックス 2
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これからのセカンドライフのために
退職金の有効な活用や運用方法について、
計画をたてておきましょう。

セカンドライフプランをお考えのお客さまへ、プラン設計前に・・

豊かなセカンドライフを送るには
「公的年金」だけで大丈夫？

退職後のセカンドライフは
長いものです。

最低日常生活費 23.2万円
ゆ と り 資 金 15.1万円

ゆとりある
老後生活費

夫の厚生年金 16.7万円
妻の国民年金　6.6万円

夫婦2人の
公的年金

※１ ※2

年額にすると
180万円不足

月　額 平均年金月額 月　額

不足額

３８.３万円 ２３.３万円 １５.０万円

※１ 老後生活費は生命保険文化センター「平成１９年度生活保障に関する調査」より
※２ 厚生労働省の平成22年度モデル年金月額（夫婦２人、夫は平均賃金で厚生年金に４０年加入、妻は国民
　　年金に４０年加入）より

※厚生労働省「簡易生命表」平成２０年より

６０歳時の平均余命

（２８.１２年）（２２.５８年）

東邦 Ｎｅｗ ステージサポートプラン
＜退職金専用定期預金＞

で応援いたします。

〈東邦〉の年金サービス
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

特典●「ふれあい倶楽部」感謝企画のご案内1 特典● 年金振込日に「お楽しみプレゼント」を贈呈2

年に一度、歌謡ショーなどの感謝企画に
特別料金でご案内いたします

毎偶数月の年金振込日を「年金感謝デー」
としまして、ご来店のお客さまへ
「お楽しみプレゼント」をご用意しております今年度は、平成22年6月2日（水）、郡山市民文化センター

において「天童よしみコンサート」を開催いたしました。昼・
夕の2回公演で、県内外から約3,800名のお客さまがご来
場されました。

毎年12月の年金感謝デーには、「日めくりカレンダー」を
ご用意いたします。
※個数に限りがございますので先着順とさせていただきます。

上記のほかにも、金利上乗せ定期預金「スーパー年金定期Ⅱ」や「ＡＴＭ利用手数料の無料化」など特典をご用意しております。
※年金サービスは、当行で国民年金・厚生年金・共済年金等の公的年金をお受け取り頂いているお客さまが対象となります。

男性 女性

お問い合わせ先 最寄りの営業店または

考えてみませんか
お子さまの教育費

　お子さまの成長とともに必要
となる教育費。入学金、授業料と
なにかと出費がかさみがちです。
　ローンプラザ福島支店の齋藤
玲子さんが、「大学卒業までにか
かる費用」や「教育ローン」につ
いてご案内いたします。 ローンプラザ福島支店 齋藤玲子さん

教育費はいくらかかるの？

東邦銀行がお子さまの
将来を応援します！

　大学への納入金をまとめたのが右記の表
です。自宅外から通学する場合は、このほか
にアパート代などの費用がかかることになり
ます。

＜大学への納入金＞ （単位：万円）

○出典  金融広報中央委員会発行「暮らしと金融なんでもデータ」（平成２１年度版）●資料：文部科学省調べ
（注）国立大学は標準額

東邦の教育ローンなら幼稚園から大学までの教育資金に対応します。
入学金・授業料・受験費用のほか、アパート代などのお借入も可能です。

子育て応援！ 地元応援！ 銀行窓口でのお申込のほか電話・ＦＡＸ・
インターネットによるお申込も可能です。

初年度

  ８１

１１４

１５０

2年目以降

  ５３

  ７３

１０３

4年間合計

２４０

３３３

４５９

国 立 大 学

私 立 大 学（ 文 系 ）

私 立 大 学（ 理 系 ）

フリーダイヤル ０１２０－６０８－１０４
ロ ー ンは 　   　 　 　ト ー ホ ー

年金のお受取りは東邦で！

セカンドライフをゆとりあるものとするた
めには、少なからず自助努力も必要といえ
そうです。

２０年～３０年以上もの時間がある一方
で、長生きにも備えなければなりません。

（H22.11.1現在）

○ローンのお申込みについては、当行所定の審査がございますので、予めご了承ください。 ○詳しくは、店頭の説明をご覧ください。

（夫婦2人で老後生活を送る場合）

（千円未満四捨五入）

インフォメーション

… …
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… …



●総預金・個人預金残高の推移
　 （譲渡性預金含む）

●貸出金・個人ローン残高の推移

●預かり資産（投資信託・公共債・個人年金保険）

金融再生法（正式名称「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律」）に基づく基準
により、貸出金等の分類を公表しております。対象債権は私募債、貸出金、外国為替、未収利
息、仮払金、支払承諾見返及び使用貸借又は賃貸借契約により貸し付けた有価証券です。

金融再生法開示債権

「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」の担保・保証付債権について、債権額から担保の
評価額及び保証等により回収が可能と認められる額を差し引いた残額を、貸倒償却として債
権額から直接減額することです。

部分直接償却

グループの22年度中間決算のご報告（連結情報）

■中間連結損益計算書（平成22年4月1日から平成22年9月30日まで）
科　　　　　目 金　　　　　額

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

65,254
67,414
3,829
646
9,060

902,473
2,094,248
2,055
9,459
35,881
2,307
12,917
5,725

△29,704

3,181,568

23,014
（17,932）
（4,977）

─
5,112
2,690
603

1,976
（1,710）
2,518
67

18,366
2,701

31,420
 

25,631

5,789
0

225
5,564
2,428
△196
2,231
3,332
0

3,332

2,818,650
168,808
16,076
80

13,155
22

9,624
609
104
252
61

4,335
5,725

3,037,507

23,519
13,653
100,256
△1,222
136,206
7,417
233
7,651
203

144,061
3,181,568

（資産の部）
現 金 預 け 金
コールローン及び買入手形
買 入 金 銭 債 権
商 品 有 価 証 券
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

（負債の部）
預 金
譲 渡 性 預 金
借 用 金
外 国 為 替
そ の 他 負 債
役員賞与引当金
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
ポイント引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾
負 債 の 部 合 計
（純資産の部）
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
少 数 株 主 持 分
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
（ う ち 貸 出 金 利 息 ）
（うち有価証券利息配当金）
信 託 報 酬
役 務 取 引 等 収 益
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
（ う ち 預 金 利 息 ）
役 務 取 引 等 費 用
そ の 他 業 務 費 用
営 業 経 費
そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益
法 人 税 、住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
少数株主損益調整前中間純利益
少 数 株 主 利 益
中 間 純 利 益

■子会社・子法人等
会社名 主要業務内容
東邦情報システム株式会社 電子計算機ソフトウェア開発業務

区分
子法人等

■関連法人等

■中間連結貸借対照表（平成22年9月30日現在） （単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（ご参考）

2
23
26

26

26

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

1.
2.
3.

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
共同信託他社管理財産の取扱いはありません。
元本補てん契約のある信託の取扱いはありません。

（注）

科　　　　　目 金　　　　　額

資　　　 産 金　　 額 負　　　 債 金　　 額

科　　　　目 金　　　額 科　　　　目 金　　　額

科　　　　目 金　　　額 科　　　　目 金　　　額

65,253
67,414
3,829
646
9,060

901,929
2,094,248
2,055
9,454
35,878
2,306
12,891
5,725

△29,704

3,180,988

2,818,745
168,938
16,076
80

13,160
22

9,590
605
104
252
61

4,335
5,725

3,037,697

23,519
13,653
13,653
99,658
8,824
90,833
△1,188
135,642
7,414
233
7,648

143,290
3,180,988

   23,014
（17,932）
（4,977）
─ 
5,112
2,675
576

1,976
（1,710）
2,518
54

18,364
2,701

31,379

25,616

5,762
0

225
5,537
2,428
△196
2,231
3,306

■第108期中（平成22年9月30日現在）中間貸借対照表 ■第108期中（平成22年4月1日から平成22年9月30日まで）中間損益計算書

■第108期中（平成22年9月30日現在）中間信託財産残高表

信託受益権
現金預け金
合 計

（資産の部）
現 金 預 け 金
コ ー ル ロ ー ン
買 入 金 銭 債 権
商 品 有 価 証 券
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

（負債の部）
預 金
譲 渡 性 預 金
借 用 金
外 国 為 替
そ の 他 負 債
役員賞与引当金
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
ポイント引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾
負 債 の 部 合 計
（純資産の部）
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金

自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
（ う ち 貸 出 金 利 息 ）
（うち有価証券利息配当金）
信 託 報 酬
役 務 取 引 等 収 益
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
（ う ち 預 金 利 息 ）
役 務 取 引 等 費 用
そ の 他 業 務 費 用
営 業 経 費
そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 引 前 中 間 純 利 益
法 人 税 、住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
中 間 純 利 益

金 銭 信 託

合 計

（単位：百万円） （単位：百万円）

22年度中間決算のご報告

［資産の部］
企業や個人へのご融資であ
る「貸出金」、債券や株式で
の運用を表す「有価証券」、
短期金融市場での運用を
表す「コールローン」などの
資金の運用状況を表してい
ます。

［負債の部］
「預金」等、主に資金の調達
状況を表しています。

［純資産の部］
株主の皆さまからのご出資
である「資本金」や、これまで
の利益の蓄えである「剰余
金」等を表しています。

［経常収益］
企業の売上高と同様に、貸
出金利息や各種手数料等の
収益を表します。

［経常費用］
企業の売上原価と同様に、
預金利息や営業経費等の
費用を表します。

［経常利益］
経常収益から経常費用を控
除したものです。

［中間純利益］
経常利益に、特別損益や法
人税等を加減して算出し、
当上半期中の利益を表しま
す。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

会社名 主要業務内容
リース業務
電子計算機による計算業務
信用保証業務
クレジットカード業務および信用保証業務
クレジットカード業務および信用保証業務

東邦リース株式会社
東邦コンピューターサービス株式会社
東邦信用保証株式会社
株式会社東邦カード
株式会社東邦クレジットサービス

中間期末における資金の運
用・調達の状況等を示します。

半年間の営業の結果、どのよ
うに利益が生じたかを示します。

中間貸借対照表とは

中間損益計算書とは

25,000

30,000
（3兆円）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

0

5,000

15,000

10,000

20,000
（2兆円）

個人預金残高 総預金残高 個人ローン残高

0

1,000

個人年金保険残高
公共債保護預かり残高投資信託残高

（単位：億円）

（単位：億円） （単位：億円）

3,000

4,000

2,000

382

3,980

981

2,6162,616

554

3,917

868

2,4942,4942,494

857

4,001

865

2,278

貸出金残高

5,567

19,737

5,641

20,291

平成22年
9月末

平成20年
9月末

平成21年
9月末

平成22年
9月末

平成21年
9月末

平成20年
9月末

平成22年
9月末

平成21年
9月末

平成20年
9月末

平成22年

5,678

20,942

平成22年平成22年

20,10119,349

28,350

平成22年平成22年平成22年

20,745

29,876
27,618
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総
預
金
は
2
兆
9,
8
7
6
億
円
、貸
出
金
は
2
兆
9
4
2
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

総
預
金
・
預
か
り
資
産

　地
域
の
お
客
さ
ま
か
ら
の
ご
信
頼
を
得
て
、譲
渡
性
預
金
を
含
め
た
総
預
金
は
、1,
5
2
6
億
円

増
加
し
2
兆
9,
8
7
6
億
円
と
な
り
ま
し
た
。特
に
個
人
預
金
に
つ
い
て
は
6
4
3
億
円
増
加
し

2
兆
7
4
5
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　預
か
り
資
産
残
高
は
、個
人
年
金
保
険
残
高
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、全
体
で
83
億
円

増
加
し
4,
0
0
1
億
円
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成
21
年
9
月
末
比
）

貸
出
金

　地
元
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
性
貸
出
の
需
要
に
積
極
的
に
お
応
え
す
る
と
と
も
に
、住
宅

ロ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
個
人
の
お
客
さ
ま
向
け
貸
出
の
増
強
に
も
努
め
ま
し
た
結
果
、6
5
1
億
円

増
加
し
2
兆
9
4
2
億
円
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成
21
年
9
月
末
比
）

総
預
金
と
貸
出
金
の
状
況

十
分
な
引
当
を
行
い
、健
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　金
融
再
生
法
に
基
づ
く
資
産
査
定
の
結
果
、貸
出
金・支
払
承
諾
見
返
等
の
総
与
信
の
う
ち
正

常
債
権
以
外
の
債
権
は
、5
億
円
減
少
し
6
4
9
億
円
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
債
権
に
つ
い
て

は
、担
保
等
に
よ
り
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
貸
倒
引
当
金
に
よ
り
十
分

な
引
当
を
行
い
健
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。（
平
成
21
年
9
月
末
比
）

（
注
）な
お
、当
行
で
は
部
分
直
接
償
却
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、実
施
し
た
場
合
の
正
常
債
権
以
外

　
　の
債
権
は
5
3
9
億
円
と
な
り
ま
す
。

不
良
債
権
の
状
況

（単位：億円、%）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 214
412
23
649

214
313
12
539

84
186
7

277

129
126
5

261

100.0
75.9
52.9
83.0

債権額
（A）

保全額
（B） 担保・保証等 貸倒引当金

保全率
（B／A）

危 険 債 権

要管理債権

合　　　計

●金融再生法開示債権の保全状況

破産、会社更生、再生手続等の事由により、
経営破綻に陥っているお取引先に対する債権
およびこれらに準ずる債権のことです。

お取引先が経営破綻の状態には至っていない
ものの、財政状態および経営成績が悪化し、契約
に従った債権の元本の回収および利息の受取
りができない可能性の高い債権のことです。

3カ月以上延滞している債権および貸出条件を
緩和した債権のことです。

2兆510億円
正常債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 214億円

危険債権 412億円

要管理債権 23億円

●不良債権比率の推移

金融再生法開示債権

2

3

4

5

（単位：％）

平成22年
9月末

平成21年
9月末

平成20年
9月末

3.94

3.19

2.73

3.07

2.56

不良債権比率

部分直接償却を実施した
場合の不良債権比率

（参考）

3.49



●総預金・個人預金残高の推移
　 （譲渡性預金含む）

●貸出金・個人ローン残高の推移

●預かり資産（投資信託・公共債・個人年金保険）

金融再生法（正式名称「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律」）に基づく基準
により、貸出金等の分類を公表しております。対象債権は私募債、貸出金、外国為替、未収利
息、仮払金、支払承諾見返及び使用貸借又は賃貸借契約により貸し付けた有価証券です。

金融再生法開示債権

「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」の担保・保証付債権について、債権額から担保の
評価額及び保証等により回収が可能と認められる額を差し引いた残額を、貸倒償却として債
権額から直接減額することです。

部分直接償却

グループの22年度中間決算のご報告（連結情報）

■中間連結損益計算書（平成22年4月1日から平成22年9月30日まで）
科　　　　　目 金　　　　　額

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

65,254
67,414
3,829
646
9,060

902,473
2,094,248
2,055
9,459
35,881
2,307
12,917
5,725

△29,704

3,181,568

23,014
（17,932）
（4,977）

─
5,112
2,690
603

1,976
（1,710）
2,518
67

18,366
2,701

31,420
 

25,631

5,789
0

225
5,564
2,428
△196
2,231
3,332
0

3,332

2,818,650
168,808
16,076
80

13,155
22

9,624
609
104
252
61

4,335
5,725

3,037,507

23,519
13,653
100,256
△1,222
136,206
7,417
233
7,651
203

144,061
3,181,568

（資産の部）
現 金 預 け 金
コールローン及び買入手形
買 入 金 銭 債 権
商 品 有 価 証 券
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

（負債の部）
預 金
譲 渡 性 預 金
借 用 金
外 国 為 替
そ の 他 負 債
役員賞与引当金
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
ポイント引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾
負 債 の 部 合 計
（純資産の部）
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
少 数 株 主 持 分
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
（ う ち 貸 出 金 利 息 ）
（うち有価証券利息配当金）
信 託 報 酬
役 務 取 引 等 収 益
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
（ う ち 預 金 利 息 ）
役 務 取 引 等 費 用
そ の 他 業 務 費 用
営 業 経 費
そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益
法 人 税 、住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
少数株主損益調整前中間純利益
少 数 株 主 利 益
中 間 純 利 益

■子会社・子法人等
会社名 主要業務内容
東邦情報システム株式会社 電子計算機ソフトウェア開発業務

区分
子法人等

■関連法人等

■中間連結貸借対照表（平成22年9月30日現在） （単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（ご参考）

2
23
26

26

26

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

1.
2.
3.

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
共同信託他社管理財産の取扱いはありません。
元本補てん契約のある信託の取扱いはありません。

（注）

科　　　　　目 金　　　　　額

資　　　 産 金　　 額 負　　　 債 金　　 額

科　　　　目 金　　　額 科　　　　目 金　　　額

科　　　　目 金　　　額 科　　　　目 金　　　額

65,253
67,414
3,829
646
9,060

901,929
2,094,248
2,055
9,454
35,878
2,306
12,891
5,725

△29,704

3,180,988

2,818,745
168,938
16,076
80

13,160
22

9,590
605
104
252
61

4,335
5,725

3,037,697

23,519
13,653
13,653
99,658
8,824
90,833
△1,188
135,642
7,414
233
7,648

143,290
3,180,988

   23,014
（17,932）
（4,977）
─ 
5,112
2,675
576

1,976
（1,710）
2,518
54

18,364
2,701

31,379

25,616

5,762
0

225
5,537
2,428
△196
2,231
3,306

■第108期中（平成22年9月30日現在）中間貸借対照表 ■第108期中（平成22年4月1日から平成22年9月30日まで）中間損益計算書

■第108期中（平成22年9月30日現在）中間信託財産残高表

信託受益権
現金預け金
合 計

（資産の部）
現 金 預 け 金
コ ー ル ロ ー ン
買 入 金 銭 債 権
商 品 有 価 証 券
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

（負債の部）
預 金
譲 渡 性 預 金
借 用 金
外 国 為 替
そ の 他 負 債
役員賞与引当金
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
ポイント引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾
負 債 の 部 合 計
（純資産の部）
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金

自 己 株 式
株 主 資 本 合 計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
（ う ち 貸 出 金 利 息 ）
（うち有価証券利息配当金）
信 託 報 酬
役 務 取 引 等 収 益
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
（ う ち 預 金 利 息 ）
役 務 取 引 等 費 用
そ の 他 業 務 費 用
営 業 経 費
そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 引 前 中 間 純 利 益
法 人 税 、住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
中 間 純 利 益

金 銭 信 託

合 計

（単位：百万円） （単位：百万円）

22年度中間決算のご報告

［資産の部］
企業や個人へのご融資であ
る「貸出金」、債券や株式で
の運用を表す「有価証券」、
短期金融市場での運用を
表す「コールローン」などの
資金の運用状況を表してい
ます。

［負債の部］
「預金」等、主に資金の調達
状況を表しています。

［純資産の部］
株主の皆さまからのご出資
である「資本金」や、これまで
の利益の蓄えである「剰余
金」等を表しています。

［経常収益］
企業の売上高と同様に、貸
出金利息や各種手数料等の
収益を表します。

［経常費用］
企業の売上原価と同様に、
預金利息や営業経費等の
費用を表します。

［経常利益］
経常収益から経常費用を控
除したものです。

［中間純利益］
経常利益に、特別損益や法
人税等を加減して算出し、
当上半期中の利益を表しま
す。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

会社名 主要業務内容
リース業務
電子計算機による計算業務
信用保証業務
クレジットカード業務および信用保証業務
クレジットカード業務および信用保証業務

東邦リース株式会社
東邦コンピューターサービス株式会社
東邦信用保証株式会社
株式会社東邦カード
株式会社東邦クレジットサービス

中間期末における資金の運
用・調達の状況等を示します。

半年間の営業の結果、どのよ
うに利益が生じたかを示します。

中間貸借対照表とは

中間損益計算書とは

25,000

30,000
（3兆円）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

0

5,000

15,000

10,000

20,000
（2兆円）

個人預金残高 総預金残高 個人ローン残高

0

1,000

個人年金保険残高
公共債保護預かり残高投資信託残高

（単位：億円）

（単位：億円） （単位：億円）

3,000

4,000

2,000

382

3,980

981

2,616

554

3,917

868

2,494

857

4,001

865

2,278

貸出金残高

5,567

19,737

5,641

20,291

平成22年
9月末

平成20年
9月末

平成21年
9月末

平成22年
9月末

平成21年
9月末

平成20年
9月末

平成22年
9月末

平成21年
9月末

平成20年
9月末

5,678

20,942

20,10119,349

28,350

20,745

29,876
27,618
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総
預
金
は
2
兆
9,
8
7
6
億
円
、貸
出
金
は
2
兆
9
4
2
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

総
預
金
・
預
か
り
資
産

　地
域
の
お
客
さ
ま
か
ら
の
ご
信
頼
を
得
て
、譲
渡
性
預
金
を
含
め
た
総
預
金
は
、1,
5
2
6
億
円

増
加
し
2
兆
9,
8
7
6
億
円
と
な
り
ま
し
た
。特
に
個
人
預
金
に
つ
い
て
は
6
4
3
億
円
増
加
し

2
兆
7
4
5
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　預
か
り
資
産
残
高
は
、個
人
年
金
保
険
残
高
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、全
体
で
83
億
円

増
加
し
4,
0
0
1
億
円
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成
21
年
9
月
末
比
）

貸
出
金

　地
元
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
性
貸
出
の
需
要
に
積
極
的
に
お
応
え
す
る
と
と
も
に
、住
宅

ロ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
個
人
の
お
客
さ
ま
向
け
貸
出
の
増
強
に
も
努
め
ま
し
た
結
果
、6
5
1
億
円

増
加
し
2
兆
9
4
2
億
円
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成
21
年
9
月
末
比
）

総
預
金
と
貸
出
金
の
状
況

十
分
な
引
当
を
行
い
、健
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　金
融
再
生
法
に
基
づ
く
資
産
査
定
の
結
果
、貸
出
金・支
払
承
諾
見
返
等
の
総
与
信
の
う
ち
正

常
債
権
以
外
の
債
権
は
、5
億
円
減
少
し
6
4
9
億
円
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
債
権
に
つ
い
て

は
、担
保
等
に
よ
り
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
貸
倒
引
当
金
に
よ
り
十
分

な
引
当
を
行
い
健
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。（
平
成
21
年
9
月
末
比
）

（
注
）な
お
、当
行
で
は
部
分
直
接
償
却
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、実
施
し
た
場
合
の
正
常
債
権
以
外

　
　の
債
権
は
5
3
9
億
円
と
な
り
ま
す
。

不
良
債
権
の
状
況

（単位：億円、%）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 214
412
23
649

214
313
12
539

84
186
7

277

129
126
5

261

100.0
75.9
52.9
83.0

債権額
（A）

保全額
（B） 担保・保証等 貸倒引当金

保全率
（B／A）

危 険 債 権

要管理債権

合　　　計

●金融再生法開示債権の保全状況

破産、会社更生、再生手続等の事由により、
経営破綻に陥っているお取引先に対する債権
およびこれらに準ずる債権のことです。

お取引先が経営破綻の状態には至っていない
ものの、財政状態および経営成績が悪化し、契約
に従った債権の元本の回収および利息の受取
りができない可能性の高い債権のことです。

3カ月以上延滞している債権および貸出条件を
緩和した債権のことです。

2兆510億円
正常債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 214億円

危険債権 412億円

要管理債権 23億円

●不良債権比率の推移

金融再生法開示債権

2

3

4

5

（単位：％）

平成22年
9月末

平成21年
9月末

平成20年
9月末

3.94

3.19

2.73

3.07

2.56

不良債権比率

部分直接償却を実施した
場合の不良債権比率

（参考）

3.49



T O H O 　 ギ ャ ラ リ ー
株式についてのご案内・役員

事業年度
　当行の事業年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までの1年と
します。

株式数・株主数
［株式数］　・発行可能株式総数……………………798,256,000株
　　　　　・当期末の発行済株式の総数…………255,500,000株
［株主数］　・当期末現在株主数……………………………12,506名

配　当
　期末配当の基準日は、毎年3月31日といたします。
　中間配当をする場合は、取締役会の決議によって、毎年9月30日を
基準日として配当いたします。

定時株主総会
　毎事業年度終了後3か月以内に開催いたします。

定時株主総会の基準日
　定時株主総会の議決権の基準日は、毎年3月31日といたします。

単元株式数
　当行の単元株式数は、1,000株といたします。

株主名簿管理人・特別口座の口座管理機関
事務取扱場所　東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
　　　　　　　日本証券代行株式会社　　電話　 0120-707-843

株式取扱手数料
　株式取扱規程に定める手数料

公告掲載方法
　電子公告の方法により、当行ホームページに掲載いたします。
　ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
をすることができない場合は、福島市において発行する福島民報お
よび福島民友ならびに東京都において発行する日本経済新聞に掲載
いたします。

東邦銀行ホームページ  http://www.tohobank.co.jp/

プロフィール

設 立

本店所在地

店 舗 数

資 本 金

◎昭和16年11月4日

◎福島市大町3番25号

◎本支店114ヵ店
　（県内105、県外8、
　  インターネット支店1）

◎235億19百万円

従 業 員 数

総 資 産

預 金

貸 出 金

◎2,038人

◎3兆1,809億円

◎2兆8,187億円

◎2兆942億円

P R O F I L E （平成22年9月30日現在）
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役　　　員 （平成22年9月30日現在）

〈 各種お手続きのご案内 〉
●住所変更、配当金受取方法の変更等のお手続き
　　原則として株主さまが口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）にお申し出ください。株主名簿管理人（日本証券代行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。
●特別口座に関する各種お手続き
　　証券会社に口座を開設されていない株主さまにつきましては、特別口座を開設しております。特別口座から株主さまが証券会社に開設された口座への振替、単元未満株式の買取請求
および買増請求等の各種お手続きにつきましては、上記特別口座の口座管理機関（日本証券代行）にお問い合わせください。

株主優待制度導入
　株主の皆さまからの日頃のご支援にお応えするとともに、当行への投資魅力をこれまで以上に高め、より多くの皆さまに長期間当行
株式を保有していただくことを目的に、株主優待制度を導入いたしました。毎年3月31日の株主名簿に記録された1,000株（1単元）以
上お持ちの株主さまに対し、金利上乗せ商品である「株主優待定期預金」を取扱っております。

取締役会長

取締役頭取

専務取締役

常務取締役

常務取締役

瀬 谷 俊 雄

北 村 清 士

遠 藤 　 博

渡 辺 正 彦

阿 部 賢 輔

せ　　や　　とし　　お

きた　 むら　 せい　  し

えん　 どう　　　　ひろし

わた　 なべ　 まさ　 ひこ

あ　　べ　  けん　すけ

常務取締役

常務取締役

常務取締役

取 締 役

取 締 役

櫛 谷 昭 一

加 藤 容 啓

阿 部 隆 彦

丹 野 真 助

斎 藤 紀 一

くし　   や　  しょう　いち

か　  とう　 たか　ひろ

あ　　べ　　たか　ひこ

たん　  の　　しん　 すけ

さい　 とう　 のり　 かず

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

喜 古 　 真

菊 地 邦 幸

小 暮 憲 一

守 谷 光 雄

竹 内 誠 司

き　　 こ　　　　 まこと

きく　  ち　  くに　 ゆき

こ　  ぐれ　 けん　いち

もり　 や　  みつ　 お

たけ　 うち　 せい　  じ

常勤監査役

常勤監査役

監 査 役

監 査 役

監 査 役

高 橋 邦 尚

鈴 木 廣 明

齋 藤 信 一

平 賀 八 郎

牧 野 藤 厚

たか　 はし　 くに　 ひさ

すず　  き　  ひろ　 あき

さい　 とう　 しん   いち

ひら　  が　  はち　 ろう

まき　  の　  ふじ　 あつ

残
滓
牧
景 

第
二
章

　齋

　正
機

齋  正機（さい  まさき）
1966 年　福島県 福島市生まれ
1992 年　東京藝術大学 美術学部 絵画科 日本画専攻 卒業
1994 年　同 大学院 修了

残滓牧景 第二章～M 氏ノ運転シタ風景ノ記憶～

ざ
ん

し

『雪降ル始発ノ頃』

こ
ん
な
事
を
思
い
出
し
た
。

西
に
向
か
っ
て
自
転
車
を
漕
い
で
い
た
。

奥
羽
山
脈
か
ら
の
風
〈
あ
ず
ま
お
ろ
し
〉
が
家
に
帰
る
の
を
妨
げ
る
。

高
校
か
ら
は
一
時
間
掛
か
る
が
、
こ
う
風
が
強
い
と
三
十
分
も
し
な
い
う
ち

に
手
と
耳
は
氷
の
よ
う
に
冷
た
い
。
ま
す
ま
す
風
は
強
く
な
り
、
顔
を
上
げ

ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
だ
。

東
北
本
線
の
踏
切
が
鳴
っ
て
自
転
車
を
止
め
る
と
、
や
っ
と
遠
く
を
見
る
事

が
で
き
た
。

す
っ
か
り
雪
化
粧
し
た
〈
吾
妻
小
富
士
〉
が
佇
ん
で
い
る
。

（
今
夜
、
こ
っ
ち
も
雪
が
な
ぁ
）
汽
車
が
通
る
の
を
待
ち
な
が
ら
思
っ
た
。

明
日
か
ら
は
期
末
テ
ス
ト
だ
。
し
か
し
、
夜
の
試
験
勉
強
は
い
っ
こ
う
に
進

ま
ず
、
い
つ
の
ま
に
か
、
部
屋
の
こ
た
つ
で
寝
て
し
ま
っ
た
。
明
け
方
四
時

頃
、
寒
く
て
目
が
覚
め
る
。

（
あ
〜
あ
、
寝
ち
ま
っ
た
な
ぁ
。
ま
だ
ま
だ
な
の
に
）
と
少
し
落
ち
込
ん
で

い
た
ら
、
向
こ
う
の
居
間
の
灯
り
が
つ
い
た
。
そ
し
て
父
と
母
の
話
し
声
が

聞
こ
え
て
き
た
。

（
今
日
は
始
発
の
運
転
な
の
が
な
ぁ
）
そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
、
父
と
顔

を
合
わ
せ
る
の
が
何
だ
か
気
恥
ず
か
し
く
て
、
部
屋
の
窓
か
ら
気
分
転
換
に

外
に
出
て
み
た
。

外
は
思
っ
た
以
上
に
雪
が
積
も
っ
て
い
た
。

（
こ
ん
な
日
に
運
転
が
ぁ
）
雪
の
日
の
独
特
の
静
け
さ
と
妙
に
清
々
し
い
匂

い
が
す
る
。

部
屋
に
戻
ろ
う
と
し
た
ら
、
父
の
車
が
出
て
い
く
音
が
し
た
。
振
り
返
る
と
、

テ
ー
ル
ラ
イ
ト
の
赤
い
光
が
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
そ
し
て
車
の
タ
イ
ヤ
の
跡

だ
け
が
外
灯
で
浮
き
上
が
っ
て
み
え
た
。

（
寒
い
な
ぁ
）
急
い
で
家
の
中
に
入
る
と
、
僕
の
眼
鏡
は
一
瞬
で
真
っ
白
に

く
も
っ
た
。



T O H O 　 ギ ャ ラ リ ー
株式についてのご案内・役員

事業年度
　当行の事業年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までの1年と
します。

株式数・株主数
［株式数］　・発行可能株式総数……………………798,256,000株
　　　　　・当期末の発行済株式の総数…………255,500,000株
［株主数］　・当期末現在株主数……………………………12,506名

配　当
　期末配当の基準日は、毎年3月31日といたします。
　中間配当をする場合は、取締役会の決議によって、毎年9月30日を
基準日として配当いたします。

定時株主総会
　毎事業年度終了後3か月以内に開催いたします。

定時株主総会の基準日
　定時株主総会の議決権の基準日は、毎年3月31日といたします。

単元株式数
　当行の単元株式数は、1,000株といたします。

株主名簿管理人・特別口座の口座管理機関
事務取扱場所　東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
　　　　　　　日本証券代行株式会社　　電話　 0120-707-843

株式取扱手数料
　株式取扱規程に定める手数料

公告掲載方法
　電子公告の方法により、当行ホームページに掲載いたします。
　ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
をすることができない場合は、福島市において発行する福島民報お
よび福島民友ならびに東京都において発行する日本経済新聞に掲載
いたします。

東邦銀行ホームページ  http://www.tohobank.co.jp/

プロフィール

設 立

本店所在地

店 舗 数

資 本 金

◎昭和16年11月4日

◎福島市大町3番25号

◎本支店114ヵ店
　（県内105、県外8、
　  インターネット支店1）

◎235億19百万円

従 業 員 数

総 資 産

預 金

貸 出 金

◎2,038人

◎3兆1,809億円

◎2兆8,187億円

◎2兆942億円

P R O F I L E （平成22年9月30日現在）
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役　　　員 （平成22年9月30日現在）

〈 各種お手続きのご案内 〉
●住所変更、配当金受取方法の変更等のお手続き
　　原則として株主さまが口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）にお申し出ください。株主名簿管理人（日本証券代行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。
●特別口座に関する各種お手続き
　　証券会社に口座を開設されていない株主さまにつきましては、特別口座を開設しております。特別口座から株主さまが証券会社に開設された口座への振替、単元未満株式の買取請求
および買増請求等の各種お手続きにつきましては、上記特別口座の口座管理機関（日本証券代行）にお問い合わせください。

株主優待制度導入
　株主の皆さまからの日頃のご支援にお応えするとともに、当行への投資魅力をこれまで以上に高め、より多くの皆さまに長期間当行
株式を保有していただくことを目的に、株主優待制度を導入いたしました。毎年3月31日の株主名簿に記録された1,000株（1単元）以
上お持ちの株主さまに対し、金利上乗せ商品である「株主優待定期預金」を取扱っております。

取締役会長

取締役頭取

専務取締役

常務取締役

常務取締役

瀬 谷 俊 雄

北 村 清 士

遠 藤 　 博

渡 辺 正 彦

阿 部 賢 輔

せ　　や　　とし　　お

きた　 むら　 せい　  し

えん　 どう　　　　ひろし

わた　 なべ　 まさ　 ひこ

あ　　べ　  けん　すけ

常務取締役

常務取締役

常務取締役

取 締 役

取 締 役

櫛 谷 昭 一

加 藤 容 啓

阿 部 隆 彦

丹 野 真 助

斎 藤 紀 一

くし　   や　  しょう　いち

か　  とう　 たか　ひろ

あ　　べ　　たか　ひこ

たん　  の　　しん　 すけ

さい　 とう　 のり　 かず

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

喜 古 　 真

菊 地 邦 幸

小 暮 憲 一

守 谷 光 雄

竹 内 誠 司

き　　 こ　　　　 まこと

きく　  ち　  くに　 ゆき

こ　  ぐれ　 けん　いち

もり　 や　  みつ　 お

たけ　 うち　 せい　  じ

常勤監査役

常勤監査役

監 査 役

監 査 役

監 査 役

高 橋 邦 尚

鈴 木 廣 明

齋 藤 信 一

平 賀 八 郎

牧 野 藤 厚

たか　 はし　 くに　 ひさ

すず　  き　  ひろ　 あき

さい　 とう　 しん   いち

ひら　  が　  はち　 ろう

まき　  の　  ふじ　 あつ

残
滓
牧
景 

第
二
章

　齋

　正
機

齋  正機（さい  まさき）
1966 年　福島県 福島市生まれ
1992 年　東京藝術大学 美術学部 絵画科 日本画専攻 卒業
1994 年　同 大学院 修了

残滓牧景 第二章～M 氏ノ運転シタ風景ノ記憶～

ざ
ん

し

『雪降ル始発ノ頃』

こ
ん
な
事
を
思
い
出
し
た
。

西
に
向
か
っ
て
自
転
車
を
漕
い
で
い
た
。

奥
羽
山
脈
か
ら
の
風
〈
あ
ず
ま
お
ろ
し
〉
が
家
に
帰
る
の
を
妨
げ
る
。

高
校
か
ら
は
一
時
間
掛
か
る
が
、
こ
う
風
が
強
い
と
三
十
分
も
し
な
い
う
ち

に
手
と
耳
は
氷
の
よ
う
に
冷
た
い
。
ま
す
ま
す
風
は
強
く
な
り
、
顔
を
上
げ

ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
だ
。

東
北
本
線
の
踏
切
が
鳴
っ
て
自
転
車
を
止
め
る
と
、
や
っ
と
遠
く
を
見
る
事

が
で
き
た
。

す
っ
か
り
雪
化
粧
し
た
〈
吾
妻
小
富
士
〉
が
佇
ん
で
い
る
。

（
今
夜
、
こ
っ
ち
も
雪
が
な
ぁ
）
汽
車
が
通
る
の
を
待
ち
な
が
ら
思
っ
た
。

明
日
か
ら
は
期
末
テ
ス
ト
だ
。
し
か
し
、
夜
の
試
験
勉
強
は
い
っ
こ
う
に
進

ま
ず
、
い
つ
の
ま
に
か
、
部
屋
の
こ
た
つ
で
寝
て
し
ま
っ
た
。
明
け
方
四
時

頃
、
寒
く
て
目
が
覚
め
る
。

（
あ
〜
あ
、
寝
ち
ま
っ
た
な
ぁ
。
ま
だ
ま
だ
な
の
に
）
と
少
し
落
ち
込
ん
で

い
た
ら
、
向
こ
う
の
居
間
の
灯
り
が
つ
い
た
。
そ
し
て
父
と
母
の
話
し
声
が

聞
こ
え
て
き
た
。

（
今
日
は
始
発
の
運
転
な
の
が
な
ぁ
）
そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
、
父
と
顔

を
合
わ
せ
る
の
が
何
だ
か
気
恥
ず
か
し
く
て
、
部
屋
の
窓
か
ら
気
分
転
換
に

外
に
出
て
み
た
。

外
は
思
っ
た
以
上
に
雪
が
積
も
っ
て
い
た
。

（
こ
ん
な
日
に
運
転
が
ぁ
）
雪
の
日
の
独
特
の
静
け
さ
と
妙
に
清
々
し
い
匂

い
が
す
る
。

部
屋
に
戻
ろ
う
と
し
た
ら
、
父
の
車
が
出
て
い
く
音
が
し
た
。
振
り
返
る
と
、

テ
ー
ル
ラ
イ
ト
の
赤
い
光
が
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
そ
し
て
車
の
タ
イ
ヤ
の
跡

だ
け
が
外
灯
で
浮
き
上
が
っ
て
み
え
た
。

（
寒
い
な
ぁ
）
急
い
で
家
の
中
に
入
る
と
、
僕
の
眼
鏡
は
一
瞬
で
真
っ
白
に

く
も
っ
た
。



各支店の地図をホームページでご覧いただけます。 http://www.tohobank.co.jp/

■店舗ネットワークのご案内

●相馬支店●梁川支店

●喜多方支店

高田支店●

●山口支店

●田島支店
●石川支店

矢吹支店●

●浅川支店

●棚倉支店

●塙支店

●会津下郷支店

●
猪苗代
支店

●保原支店

●川俣支店●二本松　支店
●本宮支店

●三春支店

●船引支店

●小野支店

●原町支店

●小高支店

桑折支店●

塩川支店●
坂下支店●

●川口支店

只見支店●

新白河支店●

鏡石支店●

●浪江支店
●双葉支店

●大熊支店
●富岡支店

●楢葉支店

●東京都

●仙台市

●日立市

●宇都宮市

●水戸市

●新潟市

東京支店　
新宿支店

仙台支店　
仙台卸町支店

日立支店

宇都宮支店

水戸支店

新潟支店

県外支店（8ヵ店）

●インターネット支店

インターネット

ローンセンター

●郡山ローンセンター 
　（新さくら通り支店内）

資産運用相談店舗
●お金運用プラザ 
　（本店営業部内）

会津
若松市

郡山市

福島市

大森支店
県庁支店
笹谷支店
瀬上支店
中町支店
西福島支店

本店
福島市役所支店
福島医大病院支店
飯坂支店
飯野支店
泉支店

東福島支店
平野支店
福島駅前支店
福島卸町支店
福島中央市場支店
福島西中央支店

方木田支店
蓬莱支店
松山支店
南福島支店
渡利支店
ローンプラザ福島支店

須賀川市

いわき市白河市

会津支店
会津アピオ支店
会津若松市役所支店
会津一之町支店
竹田綜合病院支店
会津本町支店
滝沢支店
門田支店
ローンプラザ会津支店

郡山荒井支店
郡山駅前支店
郡山大町支店
郡山卸町支店
郡山北支店
郡山中町支店
郡山東支店

郡山支店
郡山市役所支店
郡山総合卸市場支店
安積支店
大槻支店
希望ケ丘支店
桑野支店

郡山南支店
菜根支店
新さくら通り支店
富田支店
西ノ内支店

（平成22年9月現在）

内郷支店
小名浜支店
神谷支店
平西支店
勿来支店

平支店
いわき市役所支店
いわき泉支店
いわき鹿島支店
植田支店

谷川瀬支店
湯本支店
四倉支店

須賀川支店
須賀川東支店
ローンプラザ須賀川支店

●白河ローンセンター　
　（新白河支店内）

●いわきローンセンター 
　（いわき鹿島支店内）

白河支店
白河市役所支店
白河西支店

福島市内（24ヵ店）郡山市内（19ヵ店）

会津若松市内（9ヵ店）

白河市内（3ヵ店） 須賀川市内（3ヵ店）
いわき市内（13ヵ店）

東邦銀行ホームページ

東邦銀行　2011 年カレンダー

平成22年
中間期（9月）

108期 
事業の中間ご報告

ミニディスクロージャー誌

からのお知らせからのお知らせ
T O H O  M I N I  R E P O R T  2 0 1 0

TOHOギャラリーで紹介しております齋 正機 氏（福島市出身）
の作品を採用しております。

■お問い合わせ先

ご照会内容

資料の請求、商品・サービスの
ご照会

投資信託・金融商品仲介業の
ご照会

年金保険等生命保険のご照会

クイックカードローン
「TOHOモビット」のご照会

ダイレクトバンキングのサービス内容
テレフォンバンキングの操作方法等

インターネットバンキング操作

[ハローサービスセンター] 0120-14-8656　
ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

[投信・金融商品仲介フリーダイヤル] 0120-104-150　
ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

[保険フリーダイヤル] 0120-104-906　
ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

[TOHOモビット専用フリーダイヤル] 0120-24-919-6　
ご利用時間 24時間 （365日受付）

[ハローサービスセンター] 0120-14-8656　
ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

[ヘルプデスク]【個人のご契約者専用】 0120-104-123　
 ご利用時間 9:00～17:00 （銀行休業日を除く）

【法人のご契約者専用】 0120-104-110　
 ご利用時間 9:00～18:00 （銀行休業日を除く）

お問い合わせ先

本誌にはFSC認証用紙を使用し、
植物油インキで印刷しています。

平成22年12月発行 東邦銀行総合企画部 広報・社会貢献室
〒960-8633 福島市大町3番25号　　電話（024）523-3131

FSCマーク ベジタブルインキマーク


